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第３回 まちづくり常任委員会会議録 

令和６年２月２８日（水） 

委 員 会 議 室 

○会議日程 

１ 開会宣告（１０時２８分） 

 

２ 調査事項 

（１）総務企画課所管   

  ①令和６年度 幌延町各会計予算（案）の概要について 

（２）住民生活課所管   

  ①幌延町地域公共交通計画策定に係る進捗状況について 

（３）保健福祉課所管   

  ①第９期幌延町介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画及び介護予防奨励事業 

について 

    ②幌延町障がい者総合支援計画について 

（４）総務企画課所管   

  ②幌延町民営賃貸住宅建設促進助成制度及び幌延町定住促進持家住宅建設等 

奨励制度について 

    ③幌延町交流拠点基本構想に係る策定期間の変更について 

（５）産業建設課所管   

  ①幌延町営住宅条例の一部改正について 

（６）農業委員会所管   

  ①幌延町地図情報更新事業について 

（７）教育委員会所管   

  ①幌延町小中一貫教育校基本構想等について 

（８）国保診療所所管   

  ①医療技術職員住宅整備事業について 

  ②スプリンクラー整備事業について 

  ③診療情報システム整備事業について 

 

３ その他 

 

４ 閉会宣告（１６時３７分） 
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（１０時２８分  開  会） 

高橋秀之委員長 

本日の出席委員は８名です。 

定足数に達しておりますので、ただいまより第３回まちづくり常任委員会を開会します。 

初めに、町長より御挨拶をお願いいたします。 

野々村町長 

おはようございます。 

第３回まちづくり常任委員会に御参会をいただきまして、ありがとうございます。 

まず初めに、この度の能登半島地震により、石川県を中心とした多くの方々が被災をさ

れ、多くの尊い命が犠牲になりました。お亡くなりになられた方々に謹んでお悔やみを申

し上げるとともに、被災された方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

本町では、被災された方々を支援するため、日本赤十字社石川県支部を通じ、石川県内

の市町村に向けて、義援金１００万円を２月１５日に送金いたしました。また、町民一体

となって応援することを目的に２月１３日から２月２９日まで、町内の各事業所の皆さん

に御協力をいただき、募金活動を実施しています。期間終了後に募金箱を回収し、皆さん

からお預かりした善意を被災された方々に向け、義援金同様に日本赤十字社石川県支部に

送金することを予定しております。なお、今回の募金活動に御協力いただいた町民や事業

所向けに告知端末を利用して、後日、お礼の放送を予定しております。 

また、本日は３月定例会に向けての審議事項１２件という膨大な案件でありますが、忌

憚のない御意見等頂きながら、説明をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願

いをいたします。 

高橋秀之委員長 

はい、ありがとうございました。 

それでは調査事項に入ります。 

調査事項（１）総務企画課所管 令和６年度幌延町各会計予算（案）の概要についての

説明をお願いします。 

早坂総務企画課長 

   それでは、令和６年度幌延町各会計予算（案）の概要につきまして、お手元に配布の各

会計予算説明資料により、御説明させていただきます。 

なお、新年度各会計予算説明につきましては、本会議におきまして提案理由説明をする

ことから、内容については主な事項の説明とさせていただきますので、御理解のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

まず２ページをお開きください。 

１各会計別当初予算総括表を御覧ください。 

令和６年度幌延町各会計予算の合計は、７９億５，８８１万８千円で前年度当初予算対

比７億３，５０１万２千円、１０．２％の増となりました。うち一般会計予算は、５９億

８千万円で、前年度当初予算対比４億７，５００万円、８．６％の増となっています。増

額の主な要因ですが、自治体情報セキュリティ強化対策事業及び国保診療所における医療

技術職員住宅整備事業をはじめとする各事業のための国民健康保険診療所特別会計操出金
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の増、幌延町地図情報更新事業、道路センター補修事業、幌延中学校体育館補修事業の新

規計上などが主な要因となっております。 

その下の表「２ 当初・繰越予算の状況」を御覧ください。 

令和５年度一般会計予算の繰越明許費は、これまでの補正予算で設定させていただいた

ものに加え、この度の３月定例会に提案する補正予算で設定予定の１，１５４万９千円を

合計した２，７３２万９千円が令和６年度への繰越となります。この繰越を合わせますと、

一般会計の合計は６０億７３２万９千円、全会計の合計は７９億８，６１４万７千円の予

算規模となります。 

それでは、一般会計予算の主な増減について、説明いたします。 

始めに歳入ですが、９ページをお開きください。「１の１ 歳入款別予算額の内訳」の

右側の増減欄を御覧ください。 

１款 町税では、２，４８５万７千円、４．６％の減となっていますが、物価高騰等に

よる事業所得の減に伴う町民税の減及び償却資産の減価に伴う固定資産税の減が主な要因

です。１０款 地方交付税では、５千万円、２．３％の増で、予算額は２２億７千万円を

計上しています。これは普通交付税の増額見込み分のみを計上しており、特別交付税は交

付実績を勘案して前年度当初予算据え置きとしています。以下、事業費等に係る国、道な

どの支出金、財源に係る繰入金、受託事業収入など、資料記載のとおりとなっております。

なお、道支出金では、農業水路等長寿命化・防災減災事業の事業量増加に伴い大幅な増と

なっています。 

次に歳出ですが、１４ページをお開きください。上の表「１の１歳出款別予算額の内

訳」の右側の増減欄を御覧ください。 

１款 議会費では２８万８千円、０．５％の減で、主な要因は、町議会議員視察研修事

業が増となる一方で人件費の精査などにより総体的に減となりました。２款 総務費では、

１億２，４４４万７千円、１８．３％の増で、主な要因は、自治体情報セキュリティ強化

対策事業、幌延町民営賃貸住宅建設促進助成事業、標準準拠システム移行事業及び地域公

共交通整備事業の増などによるものです。３款 民生費では、３億４，３１４万７千円、

４２．５％の増で、主な要因は、国民健康保険診療所特別会計及び介護保険特別会計への

繰出金、こざくら荘支援事業、住民税非課税世帯等臨時特別給付金の増などによるもので

す。４款 衛生費では、７６９万円、２．２％の減で、主な要因は、標準準拠システム移

行事業が増となる一方、斎場の改修事業が終了したことによる減などにより総体的に減と

なりました。６款 農林水産業費では、１億１，３６５万９千円、１７．９％の増で、主

な要因は、幌延町酪農肉用牛増産近代化施設整備事業が減となる一方、問寒別及び上幌延

開進地区の農業用水道施設改修事業、農業用機械整備事業、幌延町地図情報更新事業の増

などにより総体的に増となっております。７款 商工費では、２，７９５万５千円、１６．

９％の増で、主な要因は、地域おこし協力隊採用等に係る人件費の精査などによるもので

す。８款 土木費では、１億３，５２５万７千円、９．６％の減で、主な要因は、道路セ

ンター補修事業、町道駅前仲通線道路改良事業及び橋梁点検事業が増となる一方、町道上

問寒１０号線道路横断管改修事業、建設機械整備事業の事業完了及び各道路改良事業、橋

梁長寿命化改修事業における対象道路及び対象橋梁の減などにより総体的に減となりまし
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た。９款 消防費では、２，１３５万円、１３．７％の増で、主な要因は、北留萌消防組

合負担金のうち問寒別分遣所配車予定の小型動力ポンプ付き積載車の更新に伴う増などに

よるものです。１０款 教育費では、７，９０６万８千円、１４．２％の減で、主な要因

は、教員住宅整備事業 及び幌延中学校体育館補修事業が増となる一方、パークゴルフ場

電気設備改修事業及び 総合体育館自家用発電機等整備事業の減などにより総体的に減と

なりました。１２款 公債費では、６，６７４万５千円、９．８％の増で、町債の借入残

高の増によるものであります。以上が歳出の主な増減です。 

次に１９ページをお開きください。町債の発行事業です。 

一般会計の町債の令和５年度末現在高は、３４億２，７４７万７千円となる見込みで、

令和６年度の発行見込額は９億８，０２０万円、償還元金は７億４，４１６万８千円で、

令和６年度末現在高は３６億６，３５０万９千円になる見込みです。 

２０ページをお開きください。（７）基金積立・取崩額及び充当事業です。 

一般会計が所管する基金の令和５年度末現在高の合計は、６２億８，１５９万６千円の

見込みで、令和６年度の積立額は１億１，４９６万円、取崩額は９億１，２３７万円で、

令和６年度末の基金現在高は５４億８，４１８万６千円になる見込みです。取り崩し予定

の主な基金は、財政調整基金５億１，８８０万円、ふるさと創生基金１億３，９５０万円、

ふるさと応援基金１，３４０万円、公共施設等整備基金１億８，９００万円、地域公共交

通活性化基金１，７００万円、森林環境譲与税基金２，１６０万円などであります。取り

崩しは、町債の繰上償還や地方創生事業、公共施設等の整備・補修事業等の財源になりま

す。今後、基金に依存した予算に注意を払い、将来を見据えた健全な財政運営に努めてま

いりたいと思います。 

次に２５ページから３２ページに関しましては「主な事業の概要」と「繰越事業の概

要」を掲載しております。また、３３、３４ページの表につきましては、「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」に関する事業を再掲し、まとめた表になります。 

３５ページからは、公営事業会計等の予算の概要を掲載しております。 

まず、国民健康保険特別会計です。（１）歳入歳出款別予算額の内訳を御覧ください。 

予算額は３億５，３１１万３千円で、前年度との比較は７１万４千円、０．２％の減で

す。主な増減としましては、歳入では、国民健康保険税で３３２万１千円の減、道支出金

では普通交付金などで７８９万７千円の増、繰入金５２７万２千円の減などです。歳出で

は、保険給付費１，４７８万５千円の増、北海道に対して保険料として納める国民健康保

険事業費納付金３７０万８千円の減、保健事業費で１６４万５千円の減、諸支出金で９５

６万８千円の減などとなっております。 

次に、３６ページの国民健康保険診療所特別会計です。予算額は６億５，０４５万１千

円で、前年度との比較は２億５，５７６万７千円、６４．８％の増です。主な増減として

は、歳入では、入院料で６８０万７千円の減、外来診察料で６１９万６千円の減、道支出

金で１，４６０万５千円の増、繰入金で２億５，５５４万４千円の増などです。歳出では、

診療所人件費で３９７万５千円の増、診療所業務費で３９３万４千円の増、また、投資的

経費として、医療技術職員住宅整備事業で１億２，８８８万５千円の増、スプリンクラー

整備事業で８，６６２万４千円の増、診療情報システム整備事業で３，３０６万６千円の
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増などとなっております。 

次に３７ページの後期高齢者医療特別会計です。予算額は６，１６８万７千円で、前年

度との比較は１，０９５万６千円、２１．６％の増です。増減内容は、歳入では、保険料

２５４万５千円の増、繰入金８４１万１千円の増です。歳出では、総務費で８０９万７千

円の増、後期高齢者医療広域連合納付金２８５万９千円の増です。 

次に３８ページの介護保険特別会計です。保険事業勘定は、予算額２億４，９２２万４

千円で、前年度との比較は３，２６５万８千円、１５．１％の増です。主な増減としては、

歳入では、保険料で３０４万９千円の増、国庫支出金で３０９万２千円の増、繰入金で２，

４５３万４千円の増などです。歳出では、総務費で１，７７３万４千円の増、保険給付費

で５４６万１千円の増、地域支援事業費で７９３万７千円の増などです。次に３９ページ

の介護サービス事業勘定ですが、予算額９９７万５千円で、前年度との比較は１５７万５

千円１８．８％の増です。増減内容は、歳入では、サービス収入で５４万２千円の減、繰

入金で２１１万７千円の増です。歳出では、総務費、事業費合わせて１５７万５千円の増

です。また、ページ中段から下「総計」の表になりますが、介護保険特別会計の予算総額

は、２億５，９１９万９千円、前年度との比較は３，４２３万３千円、１５．２％の増と

なっております。 

次に、４０ページの簡易水道事業会計です。ページの一番下、総計の表を御覧ください。

支出予算額は１億７，５０３万５千円で、前年度との比較は２，９１６万３千円、２０％

の増です。主な理由としましては、問寒別浄水場の実施設計及び道路改良事業に伴う水道

管敷設工事による増などとなっています。 

次に４３ページの下水道事業会計です。こちらもページの一番下、総計の表を御覧くだ

さい。支出予算額は４億７，９３３万３千円で、前年度との比較は６，９３９万３千円、

１２．６％の減です。主な理由としましては、下水道管理センター外壁等補修工事の事業

完了や下水道管敷設工事の整備延長の差による減などです。 

概要の説明につきましては以上となります。詳細な提案理由につきましては、本会議に

おいて申し述べさせていただき、質疑をお願いしようとするものであります。以上、「令

和６年度 幌延町各会計予算の概要について」の説明を終わります。 

高橋秀之委員長 

ありがとうございました。 

新年度予算につきましては、予算特別委員会を設置付託することとなりますが、ただい

まの説明で何か質問ある方は、挙手の上、指名を受けてからマイクのスイッチを押してか

ら発言してください。 

齋賀委員 

大きな予算は、これで見れば大体分かるんですけど、６年度中に説明資料に載せないで

間に合わない数字、補正予算に出てくる大きな数字なんかが予定されているのか。 

早坂総務企画課長 

こちら載っていないもので、大きなものといいますと、以前に御説明させていただいた

ことあるかもしれませんが、冷房設備の関係で、認定こども園と問寒別へき地保育所、こ

ちらへの冷房設備のクーラー設置ということで、大規模な工事がかかるという形なります
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が、こちらは設計が終わらないと、なかなか工事費というのはできませんので、今回当初

予算には計上してないというところでかなり大きな金額がまた補正されるものということ

で、担当の方で把握してるということでございます。 

齋賀委員 

   拠点整備とか学校関係は、上がってこないんですか。 

岩川副町長 

拠点整備については、令和６年度一杯、更に構想を深めるという位置付けの年となって

おりますので、大幅な予算、補正ってのは予定をしておりません。 

学校整備につきましては、今年度は基本設計に入る、プロポーザル予定ですので、今後

の補正を予定しております。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

（「はい」の声あり） 

ないようですので、令和６年度幌延町各会計予算（案）の概要についての件は以上とし

ます。 

暫時休憩します。 

休憩を解いて会議を再開します。 

次に、（２）住民生活課所管 幌延町地域公共交通計画策定に係る進捗状況についての

説明をお願いします。 

村上住民生活課長 

それでは、幌延町地域公共交通計画策定に係る進捗状況についての説明をさせていただ

きたいと思います。 

本計画につきましては、社会構造の変化や少子高齢化への対応など、町全体における公

共交通の見直しが喫緊の課題であることから、地域の交通体系の見直しと必要とされる交

通資源の確保、維持に向け、地域のあるべき姿を移動手段の観点から整理した計画として

策定するもので、策定の趣旨や計画の概要、作成スケジュールなどについて、昨年の２月

に御説明をさせていただきまして、８月には進捗状況の御報告をさせていただいたところ

でございます。 

また、昨年８月２８日に幌延町地域公共交通活性化協議会委員の委嘱をさせていただき

まして、２回にわたり計画策定の御協議をいただいております。 

この度、計画の素案がまとまりましたので、３月１日開催予定の協議会で御審議をいた

だく予定となっておりますけれども、議員の皆様にも、その内容について御説明をさせて

いただきまして、御意見などを頂戴したいというふうに存じますので、よろしくお願いい

たします。 

それでは、素案の概要説明等につきましては、地域対策担当の山下課長補佐からさせて

いただきたいというふうに思いますのでよろしくお願いいたします。 

山下住民生活課長補佐 

 それでは、山下から説明させていただきます。 

まず配付させていただきました資料の確認をさせていただきます。 
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最初に右上に令和６年２月２８日まちづくり常任委員会説明資料というものがございま

す。１枚物Ａ４でございます。めくっていただきますと、ダブルクリップで左上に資料１

幌延町地域公共交通計画素案とちょっと厚めの資料でございます。その次に、資料２左上

の資料２といたしまして、幌延町地域内交通イメージ図、Ａ４横のカラー刷りでございま

す。 

そして、資料３令和５年度幌延町地域公共交通計画策定スケジュールというＡ４縦のカラ

ー１枚ものでございます。今、追加で配付させていただきました追加資料が幌延町地域公

共交通計画概要版。こちらＡ３で３枚ものでございます。以上の資料になってございます。 

ではまず、説明資料に沿いまして御説明させていただきます。 

幌延町地域公共交通計画の策定に係る進捗状況についてでございます。 

まず、１．でございますが、幌延町地域公共交通計画策定の概要でございます。先ほど

課長からも説明ございましたけれども、町内を取り巻く交通環境の急速な変化などがござ

いまして、まちづくりを進めていく上での移動手段の観点から、地域のあるべき姿をデザ

インするために、幌延町地域公共交通活性化協議会、年度で全３回開催いたしまして、こ

の幌延町地域公共交通計画を策定していこうとするものでございます。 

（１）協議会の開催状況でございますが、昨年第１回８月２８日に開催してございます。

そして第２回が暮れですが、１２月２０日に第２回目開催してございます。第３回が３月

１日今週の金曜日に開催を予定してございます。 

その前段で、昨年２月の常任委員会では、予算の関係ですとか計画の概要、そして８月

３１日でも、計画の素案などについて御説明させていただいているところです。 

（２）この計画の構成でございますが、まず、二つの計画は本編と呼ばれるものと実態

調査編というものを二つに分けてございます。本編、本日添付しています資料１でござい

ます。この実態調査編に関しましては、昨年８月３１日の常任委員会のときに、一式とい

たしまして第３章の中で触れています、アンケート調査ですとか、乗降調査あるいはヒア

リング調査の、かなり詳細な内容を含んでいるものですけれども、こちらの方を本編から

分離して別冊化するといったものでございます。 

計画の概要といたしまして、今、追加でお配りいたしました概要版というものを、ポイ

ントを説明する資料として追加してございます。 

それでは２．の部分ですけれども、この計画素案の本編の部分の御説明をさせていただ

きます。 

前回の委員会でも、御説明している部分も若干ありますので、ちょっと重複になるとこ

ろがございますが、御了承いただければと思います。 

では資料１幌延町地域公共交通計画素案のダブルクリップ留めの素案の方から御説明さ

せていただきます。１枚めくっていただきまして、目次がございます。 

今回の計画ですけれども、第１章から第５章までの章立てとしております。 

第１章では、計画策定の目的と構成、第２章では、既往資料による地域及び公共交通の

概要、第３章では、地域公共交通実態調査、そして、この第３章までがほぼ昨年の８月の

常任委員会のときにお示ししている内容と若干修正は加わっておりますけれども、ほぼ同

一のものでございます。そして第４章、地域公共交通の課題整理でございまして、こちら
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も前回の説明の際には、要約した形で、課題の整理、概要版ということでお示ししておる

のをきちんと整理した形での文章化したものでございます。第５章が地域公共交通計画の

策定ということで、新たに加わった最終的な計画の部分の項目でございます。 

内容に関しましてですが、１ページをお開きください。 

第１章の計画策定の目的と構成ということで、計画の目的や趣旨を掲載してございます。

重複になりますけれども、人口減少や少子高齢化などによって、公共交通を取り巻く状況

が、厳しさを増していますので、この見直しが喫緊の課題となっているため、町内の交通

体系の見直しと確保維持のために、地域のあるべき姿を地域の移動手段の観点からまとめ

た幌延町地域公共交通計画を策定するという趣旨、目的でございます。 

１枚めくっていただきまして、３ページでございます。 

計画の区域は、図表でありますとおり、幌延町の全域を計画区域としております。計画

の期間は令和６年度から令和１０年度までの５年間でございます。 

ページめくっていただきまして４ページでございます。 

本計画の位置付けですが、幌延町の地域公共交通計画を作るために、（１）関連法令と

いたしまして、交通政策基本法など関連する法令に準拠してございます。また（２）上位

計画ですが、北海道交通政策総合指針など、あるいは町の総合計画など、こういった計画

との整合を図ってございます。そして関連する計画との連携ということで、町の将来人口

推計や創生総合戦略、あるいは地域づくりビジョン、こういった計画等との連携を図って

ございます。 

以下５ページ以降が、関連法令等の要約となってございます。 

続きまして、１６ページをお開きください。 

今回の計画、あるいは町内交通の位置付けでございますけれども、フロー図がございま

すが、上の部分に関しては、北海道の交通政策総合指針で示されている北海道における公

共交通ネットワークの基本イメージで幹線交通と広域交通そして生活圏交通に分けてそれ

ぞれの役割を記してございます。これを踏まえまして、幌延町における各種交通の位置付

けも行っております。幹線交通というのが、骨格となるネットワーク、全道的なものでご

ざいまして、それに対し、広域交通と地域間交通がありまして、１番右側の黄色い部分、

生活圏交通、こちらを計画の方で表していこうとするものです。そして、下の図にもある

んですけれども、紫色の幹線交通というものは、広域交通や地域間交通、生活圏交通全て

を包括するようなものでございますので、該当モードとして記されている例えばＪＲ宗谷

本線というのが、広域交通や地域間交通、生活圏交通にも、及ぶものであるという捉え方

をしてございます。 

続きまして、第２章からは、既往資料による地域及び公共交通の概要でございますが、

こちらは、以前８月のときにも御説明した内容となってございます。 

ページをめくっていただきまして４７ページでございます。 

４７ページからが、第３章地域公共交通実態調査となってございますが、前回の素案の

ようなものを提示後、御説明の際には、ここに詳細な調査項目あるいは調査結果などを詳

述しておりましたけれども、今回はその調査の概要と結果のみを抜粋するような形で本編

に表してございます。詳細な資料は別冊化となってございます。 
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続きまして、５２ページをお開きください。 

第４章地域公共交通の課題整理でございます。こちらは以前は概要版ということでお示

ししていた部分ですけれども、こちらに関しては、追加で御提出させていただきました概

要版の方をお開きいただきまして説明させていただきたいと思います。 

この追加資料と本編の方を行ったり来たりすることになりますけれども、概要版をお開

きください。まず１ページ目、上の右上に３分の１と書いていますけれども、１ページ目

ですが、こちらの右下、５．地域公共交通の課題という部分が第４章となっております。 

課題をまとめたものです。こちらで問題点や課題を整理してございますが、問題点として

は三つほど挙げておりまして、鉄道交通に関して、あるいはバス輸送に関して、住民の生

活交通対策に関して、それぞれの問題点と課題を整理しているのがこの第４章でございま

す。 

また本編の方にお戻りいただきまして、ページ番号が５６ページでございます。それぞ

れの交通の分野での課題などを整理した結果、５６ページ第５章で地域公共交通計画の策

定という部分でございますが、その課題を受けまして、基本理念を制定してございます。

黄色い囲みの部分ですが、健やかに暮らせる生活環境を確保するために、今ある交通資源

を効果的に活用しながら、持続可能な地域公共交通体系を構築するという方針の下、様々

な目標や施策を実行していこうとするものです。これ以降の方針などに関しましては、ま

た再度、概要版で御説明させていただきます。 

概要版の２ページ目をお開きください。 

こちらが、６．基本的な方針目標という部分が、この第５章のポイントとなる部分を表

してございます。左の黄色い部分で、課題といたしまして先ほど、５．のところで挙げた

鉄道、バス、住民の生活交通、こういった課題をどうしていくかという部分でございます

が、基本理念というのが先ほどの黄色の囲みの部分です。この基本理念に基づきまして、

方針１から３というものを定めております。 

鉄道やバスの課題を解決していく方針として、方針１でございます。幹線交通、広域交

通、地域間交通の維持確保、これを方針１としてございます。通勤や通学、通院、買物、

観光など、いろいろな交通目的に対応していくために、広域的な交通、公共交通の維持確

保を図っていこうとするものです。この方針に基づきまして、右の方に進んでいただくと、

それぞれの目標や成果指標、そして施策、実施といったものが右の方に移行していくこと

になります。この方針１に関しましては、並んでいる施策の事業とかが、ＪＲ本線の維持

確保ですとか、羽幌号の維持確保っていうふうに書かれてありますとおり、どちらかとい

いますと、幌延町が主体的に行うというよりは、幌延町が関係機関や交通事業者と連携し

ながら、事業を進めていこうとしている部分ですので、どちらかというと従たる部分の施

策取組になるかなというふうに考えてございます。 

一方、方針２と方針３というところが地域内の交通に関する方針でございます。方針２

が町内公共交通体系の構築をしていこうとするもので、これらが課題である住民の生活交

通対策を充実させていこうとするところの大きな柱でございます。方針の内容ですが、高

齢者や小中学生、高校生など交通弱者が、今後とも住みなれた地域で健やかに暮らしてい

けるよう、ＪＲ幌延駅やＪＲ問寒別駅を乗り継ぎ拠点として、これらとネットワークする
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町内公共交通体系を構築し、高齢者等の外出手段を確保するということが方針でございま

す。この方針に基づきまして、町内公共交通のネットワークを形成するという目標を立て、

それぞれの達成すべき目標値というものを設定してございます。こうした方針に基づいて、

右の方での具体的な施策の事業などでございますが、例えば、幌延地区や問寒別地区にお

けるデマンド交通の検討、現在も行っておりますハイヤー運賃と助成制度の維持、あるい

は幌延、問寒別、中川の連絡バスなどの運行の維持、スクールバスの一般混乗、こういっ

たものを施策として進めることによって、方針、目標を達成していこうとするものです。 

そして、方針３、緑色の部分ですが、こちら、公共交通利用活性化策の推進というとこ

ろで、どちらかといいますと方針２が町内でのハード的な部分を整備していこう、方針３

は、そのハードを普及や啓蒙していくために、どうやってソフト事業を図っていくかとい

う部分でございます。こちらの目標の指標といたしましては、例えば、運転士の新規雇用

であったり、小冊子等の製作、配布等によりまして、啓蒙を図っていこうとするものです。 

例えば、具体的な施策といたしましては、ボランティア、運転手などの募集、あるいはモ

ビリティーマネジメントの推進をすることによって、ソフト的な部分でも地域公共交通を

活性化させようとするものです。 

１枚めくっていただきまして、概要版の３ページです。 

これらの方針や目標に基づきまして、公共交通の機能分担と性格役割を定めております。 

それぞれの交通モードに対する機能を分類し、その性格と役割を享受しております。そ

して、それらを右のページの方で、地域においてどのように、施策の事業展開を図ってい

くかということを表している図でございます。 

では、本編にお戻りいただきます。 

７４ページをお開きください。 

５－４計画の推進でございます。こちらの計画の進行管理に関しましては、この計画を

策定しましてから、ＰＤＣＡサイクルに従って、幌延町地域公共交通活性化協議会で計画

の進捗状況の確認、検証、評価を継続的に行っていきます。計画期間であります６年から

１０年度に及びまして、事務局の側でもいろいろな施策の検討や実行体制を構築していき

まして、協議会の方の運営も、毎年度図っていきたいというところのＰＤＣＡサイクルで

の評価を進めてまいりたいと思っております。以上が資料１の素案本編の御説明でござい

ます。 

説明資料に戻っていただきまして、３．地域内交通のイメージでございます。 

こちらは、別添資料２イメージ図の方からの御説明になりますが、上の部分に地域間交

通ということで、幹線交通や広域交通なども含めた地域間交通でございますが、近隣自治

体や都市間とのアクセス、これは鉄道事業者であったり、北海道という広域自治体での検

討にちょっと準拠していくような部分がございます。 

これに対して、地域内交通というものが、地域間交通と地域内を接続しながら、地域の

利便性を図っていくという交通でございます。ここの二つを結ぶものとして、現在、別の

部署でも検討を進めていますが、町の拠点など、交通結節点を設けることによって、スム

ーズな流れを確保しようとするものです。そして地域内におきます交通に関しては、目標

として掲げているものが、真ん中の部分の黄色い部分ですが、日常生活の移動の足を確保
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することで、誰もが住み続けられる地域を形成していこうとする取組でございます。 

大まかなイメージといたしましては、縦軸に利用者ですとか対象者を挙げておりまして、

横軸が制度になっております。対象となる地域住民や地域来訪者に関しましては、横軸の

方での乗り合いタクシーや自家用有償運送の制度を取り入れることで、利用回数に制限の

ない地域の足を確保するようなデマンド交通を実施してまいりたいとするものです。 

さらに、高齢者等の交通弱者、縦軸に関しましては、現在実行しておりますハイヤー運

賃等助成制度を引き続き維持することによって、高齢者等の負担軽減措置を図ってまいり

たいと。この三つの仕組みによって、地域内の交通を実現してまいりたいとするものです。 

こうした取組に関して、幌延町においては、現在所管が住民生活課になっておりますの

で、事業の方針や計画策定、進捗管理などを行っていきつつ、制度設計やＤＸ化をはじめ

とするシステム開発、車両の購入や運営等の支援をすることによって、地域内の交通を充

実させていきたいと考えております。 

説明資料に戻っていただきまして、４．今後のスケジュールの案でございます。 

すいませんこちらの説明資料、白丸の四つ目が令和７年度になってるんですけど、６年

度の誤りでしたので、訂正いただければと思います。 

今後のスケジュールに関しては資料３でございます。 

令和５年度の計画策定スケジュールで、左の部分が協議会、右の部分が計画策定の作業

等の動きでございます。現在、中ほどの下の右の欄ですが、まちづくり常任委員会を本日

開催しております。そして３月１日、今週金曜日、第３回の協議会を予定しておりまして、

こちらで御説明させていただきました計画の素案の取りまとめを進めていきたいと思って

ございます。 

各委員からの御意見等を集約した上で、最終的に計画書として素案を取りまとめしてい

きます。３月中にパブリックコメントと、可能であれば、計画書の確定をさせていただい

た上で、この計画を年度内に仕上げたいということを想定してございます。そして、この

計画ができましてから、その計画の具体的な施策とか事業を展開していく作業を令和６年

度以降行っていくことになりますが、引き続き、活性化協議会の方でも、様々な施策の実

証運行の計画ですとか、申請、あるいは評価、そして本格運行に向けた計画や申請、そし

て、国の補助金を獲得していくための様々計画の策定も必要になってきますので、こうい

ったことを協議会で行ってまいりたいと思います。 

それに併せまして、事務局の方でも、地域内の交通の運行主体の確立やデマンド体制の

整備、あるいは、協力隊の確保、様々なソフト的な部分に関しても、推進を図っていくの

が６年度以降になろうかなと思います。 

令和５年度に計画を策定するのも、なかなかボリュームのある作業だったんですけども、

計画が絵にかいた餅にならないように、今後、実行を進めていく上では協議会の方も、事

務局の方も、これまで以上に、また、いろいろな作業が出てくるかなと思われますので、

６年度以降に関しましても、委員皆様との御相談させていただきながら、貴重な御意見を

いただいて、計画の推進に反映してまいりたいと思っております。 

以上が計画策定に係る進捗状況についての御報告でございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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高橋秀之委員長 

ありがとうございました。 

ただいまの説明について何か質問はありませんか。 

無量谷委員 

今説明あったんですけども、最近、ＪＲがすぐ止まるという状況の中で、都市間バス、

あるいは、名寄旭川間の交通の手段がされています。そういう中で、計画を見たら、そう

いう部分がちょっと抜けてるのかなという感じがするんですけども、幌延は沿岸バスの羽

幌号が札幌までの交通機関という形で、都市間バスが走っています。それについて、幌延

町を通過してる稚内の宗谷バス、あるいは北斗観光で都市間バスが札幌までの間走ってん

ですけど、これらに乗ることは、制度上難しいかなっていう感じはするんですけど、行く

ときは、ＪＲで行って、何とか交通手段として札幌に向かっていくんですけども、用事終

わって帰ってくる時に、ＪＲが運行しない時があるんですけど、そんな時でもバスが運行

してるっていうような状況で、単純に沿岸バスだけでなく、他の会社の都市間バスも、乗

車はできないけど下車、降りることは可能でないかなっていう感じはするんだけども、そ

ういう、バス会社へのコンタクト取れないものかなっていう感じがするんですけど。 

それともう一つ、当てにならないＪＲに向かって、名寄旭川間の交通手段を今後考える

べきでないかなという感じがするんですけど、その辺、いかがでしょうか。 

山下住民生活課長補佐 

今、委員に御指摘いただきました点ですけれども、先ほどもちょっと説明させていただ

いたんですが、本編の１６ページなんですけれども、今回、あくまで幌延町で作る計画と

いうものの位置付けなんですが、やはり、どうしても、がちがちに生活圏交通を作るため

の計画っていう位置付けに、国の方針、道の方針でもなっているので、市町村が単独で作

る場合の計画っていうのは、やはり、この生活圏交通をどうするかっていうところがいっ

ぱいいっぱいというか限界の部分なんですね。なので、例えば羽幌号であったり、幹線交

通であったりとか、旭川までのＪＲの移動手段っていうことに関して、なかなか、単町の

計画の中で、そこを表すということは、ちょっと厳しい部分が計画上はございます。 

しかしながら、実態の運用として、バスの利便性を高めるなどで移動手段を確保すると

いうことは、計画とはまた別に、町の施策事業としては必要な部分もあるのかなと思いま

すので、そこの部分っていうのは、幌延町だけでどうにかなる部分かどうかというところ

も含めまして、コンタクトを取りつつ、お話の場面があれば、進めていきたいと思います。 

今現在、宗谷においても、宗谷管内での広域の計画を作っていますし、留萌管内は５年

度中にできておりますので、こういったところで、そういった広域交通とかっていうのを

作っていくことになろうかと思っております。 

無量谷委員 

相手のあることですから、即答はできないかなという感じがするんですけど。 

やはり、ＪＲの足を確保、ＪＲの次の確保までは必要でないのかなっていう時期に来て

いるのではないかなと。 

今までは、ＪＲって、冬こそＪＲっていううたい文句で宣伝していたんですけど、現実

見たら、乗車率はすごく減っている状況です。もう、がら空き状態っていうか、冬なのに
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がら空き状態。それだけ当てにならなくなったＪＲになった感じでないかなという感じが

するんだけども、行くときは、何とか、行けなかったら、行けませんって、相手に言える

んですけど、出張して、札幌まで行って、帰ってくる手段がないっていうのは、帰りない

から一泊するのはいいけど、次の日予定が入っていた場合は、どうしても帰りたいんだけ

ど、帰れないっていう状況で、足の確保がないっていうふうな部分があるんで、それを各

社の便数があれば、乗って帰れるかなという感じはしています。 

そういう中で、４０号線は、バイパスも、そのうち、音威子府間も開通されて、良くな

るかなっていう感じはするんですけど、その辺も踏まえて、バス路線の維持を今後計画す

るべきじゃないかなって感じがするんですけど。 

山下住民生活課長補佐 

利便性の確保、移動手段の確保というところでは、おっしゃるとおりかなと思うんです

けれども、やはり、単町でできるところっていうのが、限られているっていう部分がある

ことと、ＪＲの乗車に関しては、ちょっと別の総務の担当になるんですけれども、宗谷本

線活性化協議会の方で利用促進の対策っていうのをしていますのでなんとか乗りやすくし

ようというような工夫っていうのも、別のラインで、行われておりますので、そちらの方

に、広域交通に関しては、ちょっとお任せする部分が多いというようなところがありまし

て、また、そちらの方の見解に関しては、総務の方での対応になろうかなというふうに考

えます。 

深澤委員 

一点だけお伺いしたいんですけど、ここに、ハイヤー助成のこと相当数出てくるんです

けど、ハイヤー会社の事情によってですね、時間を短縮されてますよね。夕方５時だとか

まで。 

それ以降の利用っちゅうのは、もう難しいんですよね。その辺を解決していかなかった

ら、このハイヤー助成も活躍できないのか。 

その時間延長にかけても、町として要望した経緯はあるのかどうか、その辺どうでしょ

う。今後の課題と。 

野々村町長 

町から直接その要望という形では、直接は話はないんですけども、この地域交通、この

計画を昨年度からやってる中では、やっぱりそういうお話も、会社が進んできてるという

お話しは聞いてます。ただ、これって、なぜこの協議会だったかっていう、やっぱり根本

になるんですけど、営業目的でしたから、やっぱりその営業が、今みたいにしっかりとな

ったときでも、ただのタクシー、白タクが走れるか走れないかっていうのが、全体的にこ

の交通網の中で協議会作ったみたいな形で、営業されてる方々と折り合いを付けて運行し

なければならないという、そういう難しいところが、この営業がある、会社があるってい

うところには大きな課題が一つあります。その辺で折り合いがきちんと、いいですよとい

うことでいくのであれば、問寒別と同じように、そういう、白タクみたいな形でも運用で

きるというそういう方向は採れると思ってますけれども、この交通網の中でそういう協議

をしながら、夜の時間も地域間の中で、営業されてる方々が、そこはそのぐらいの料金で

こういう形でやるんなら、認可しますと言っていただけるんであれば、この町内でも走れ
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ることにはなるということですから、やっぱり、この地域の中でどうやって、タクシーが

走らない時間も含めて、タクシーが距離が遠いところも含めて、この地域交通網の中でき

ちんと整理ができたらいいかなということで考えてはいます。 

深澤委員 

町長の言いたいことは理解するんだけど、利用者からしたら、その空白の時間はどう埋

めるかということをここにきちっと載せなかったら、町民の足として不安が残るんですよ

ね。営業者の方に関しては、その答弁でいいかもしらんけど、その代替として、どうする

かという部分を記述していかんかったら、この計画成り立たないんじゃない。 

野々村町長 

だから、今、この協議会を設立して、そこの範囲も営業管轄の部分も了解をしていける

場所の中にあるというふうに私は捉えています。 

ですから、そこ時点で、そういう形で、そういう乗用車、自家用車で、白ナンバーで送

迎ができる形ができるのか。また、できるとなったとしても、そのオペレーター、ボラン

ティア的に走ってくれる人、マンパワーがあるのかっていうところも含めて、やっぱりや

っていかなきゃ駄目なんだと私は思ってます。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

植村委員 

今、交通計画の概要見せてもらったんですけれども、あえて言えば、従来の補完、やっ

てきたものの補完であって、目新しいものがないなと。今、町の状況に町民のこの不安に

しっかりとして答えるような計画ではないなというふうに見せてもらいました。 

今、深澤委員の方からも言われたとおり、幌延特有の生活交通の難しさが分かるんです

けど、そこをきちっと、文章で解決してくるような形でないと、先が見えないんでないの

かなと思います。 

今、盛んに、去年あたりから言われてるライドシェアについても、やはり町長言うよう

に、そのボランティア、人材の確保というのが、大きな問題になるというのは、重々、承

知してるんですけど、いずれにしても、既存の運送業者ハイヤー会社等の管理下で、それ

を許認可するというような動きが、国の方で出てるということも踏まえながら、白タクだ

とか、そういうものも含めて、具体的にやっぱり、取り組む形の計画をきちっと前面に出

していかないと、このハイヤーの運行しない時間帯の町民の足というのは、確保できない

というのが、実際問題、現在も起きてきているというのが、現状じゃないかなと思うので、

そこをどうやって埋めるか、協力隊を募集するというような案もあると思うんですけど、

なかなか、うちの町で、ボランティアだとかＮＰＯだとかっていうことが育っていかない

という、うちの町の何かそういった特性があるみたいですけど、そこをどうやって解決し

て、やっていくかということが大きな鍵になるかなと思っています。 

ここで出てくる問寒別地区は、そういったものに対するＮＰＯ法人を立ち上げるんだと

いうような方針で計画書に載ってきている以上、やはり、幌延地区の方も、具体的にやっ

ぱりそういうことを協議していってほしいなというふうに思っています。 
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野々村町長 

今、まさに、住民の皆さんが急変してきたこの交通網の関係では、大変、頭の痛い、不

満のあるところが多いっていうのは重々承知もしてございます。 

ただ、本当に今の話されたこと自体も、この協議会の中、これは、経済もバスもＪＲも

運輸局も入っての協議会をやっていますから、そういうところで営業関係にどう影響があ

るかないかっていうところが一番のネックであって、今のライドシェアについても、ライ

ドシェア自体が、タクシー屋さんが管理運営をしていただけるということで国は今認可を

しようとしています。 

そうすると、営業管轄の人たちがそこの白タクをやるということでありますから、そこ

っていうのは、自分たちの営業管轄と同じように走らないところに、白を持ってくるとか

っていう形になりますけど、それを業者さんにやってくださいっていう簡単に頼めるよう

な状態じゃなく人の手配、それから、それぞれボランティアで乗ってくれる登録をしてい

ただける人を探さなければならないとかっていう部分と、無線で入った走ってても、白タ

ク、もう時間が終わったから、次白タクだって言ったらタクシーは、本社に帰ってきてタ

クシーを置いて、普通乗用車に乗換えて迎えに行かなきゃなんないという、やっぱりそこ

もそれぞれ営業の間の中でも難しいところがあります。 

実際問題、すぐ、こういう形で、以前みたいに、ボランティア的にあって、地域内で理

解を得た中で、業者さんがそれほど影響ないよっていうことの利用であれば、簡単にでき

るんですけど、やっぱり、営業権、さっきのバスの話も同じですけど、バスを利用すれば

するだけ、どんどんどんどん汽車がなくなるっていう、やっぱり今、沿線の皆さんが、鉄

道は、ちゃんと稚内まで、守ろうねっていうことで一生懸命、協調して維持をしてますか

ら、この利便性もどうするかっていうこととその利用率を上げるために、どう我々も努力

しなきゃならないかということも課題の一つであるから、バスの問題も先に前面に出てき

てないということ。 

ただ、先程、無量谷さん言われた、そういう問題は、沿岸バスが幸いにも走っていただ

いてるんで、バスがどうしても走れないときは無理だけど、走っているときは、帰りは、

ちゃんと、幌延十字街までは乗せていただけるというところが。 

ただ、もう一本、そういう、北斗バスが走ってるんだよねっていうのはあるけど、そこ

は、先程言った営業権なんですね。営業権の中で、宗谷が分離している部分で、それに乗

っては、降ろしてはくれるけど、稚内まで行って降りるのなら、幾らでも乗って帰ってこ

れます。稚内からタクシーに乗って帰ってくれば行ける。これも、営業権であって、豊富

からこの間は、宗谷バスが幾ら通っても、乗せもしないし、降ろしもしないというやり方、

これ営業権。営業でやっている営業のパッケージが、結構、細かいところがあるから、こ

ういうのは、こういう協議会の中で、そういうのを詰め合わせて、どこから線引きをして、

白タクがとかっていう了解をいただきながら、進めていかなければならないというところ

が大きなネックになることと、マンパワーがどうやって確保できるかということが大きな

課題の一つだと思ってます。 

この地域内の現状を文書に記載したらということでありますけど、ここは地域内の中で、

今、協議会の中でこういう形がありますから、それぞれ、そういう営業やられてる方々の
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了解を取りながらでも、町独自の走らせる。そういう形がどのような形で採れるかってい

うのも併せて、考えさせていただければなと思ってます。 

植村委員 

是非とも、協議の中で、自主的に今の部分は、進めていってもらいたいなと思います。 

それと併せて、ハイヤーの助成で、市街地区の高齢の方々には大変好評を得ているとい

うふうに私は、理解はしてるんですけども、やはり将来的には、回数券の乗車券の枚数の

規制じゃなくて、何回でもという、本当に必要で、利用した人が何回でも利用できるよう

な、そういった方法もしていくべきでないのかなというふうに私は考えます。 

今現在でも、なかなか、ハイヤ－会社さんにすれば、仕事は増えたんだけども、従業員

を一人お願いして雇って、従業員の数を増やすまでの収入は、恐らく入ってないんじゃな

いかなというふうに思っております。そういう意味からも、やはり、利用回数の制限とい

うのは撤廃して、町のために利用を必要とするという人が利用できるというように改正し

ていくべきなのかな。 

これを検証しながら、今後協議していくということなんで、そういう方向もやっぱり必

要でないのかなというふうに考えます。 

山下住民生活課長補佐 

ハイヤーの助成制度と、先程、イメージ図でもお示ししたんですけれども、１番ベース

として底辺にある位置付けにしておりまして、ここが今、先行して行っているんですけれ

ども、いずれに乗り合いタクシーの制度ですとか、自家用有償運送の制度ができたときに

は、そちらがどちらかというと利用回数に制限がなく、一般のハイヤー運賃よりは低額に

利用できるような制度になりますので、そちらの制度を利用していただきつつ、そして、

更に軽減措置の必要な高齢者の方、障害者の方は、そのチケットを使いながら、更に割安

な料金で利用できるというような仕組みを考えてますので、まず、この２階建ての上の部

分の仕組みを制度化して、運用できるようになってから、ハイヤー利用の助成券のチケッ

トの枚数とかに関してもバランスを調整しながら検討していくことになろうかとは思いま

す。 

植村委員 

ここでデマンド方式という形も言われてるんですけども、それらは、どういう位置付け

になっているのかな。 

ハイヤー助成の制度もある、そして、デマンドもやりたいということで、乗り合いって

いうんですか、どういう形を想像してるのか、ちょっと想像つかないんだけども、別々で

事業を展開していくのか。 

山下住民生活課長補佐 

まだ、かっちり決まってはいないんですけれども、先程、その２階建てというふうに申

し上げていたんですが、まず、例えば、乗り合いタクシーの制度を利用した場合に、一般

的なハイヤーですと今初乗りで７２０円掛かっていて、これが乗り合いタクシーという制

度を利用すると一般的なハイヤーと同じように利用していただいて、まだその料金設定は

今後協議会で決めていくことになりますが、７２０円で一般のハイヤー運行するところが、

例えば、３００円とか２００円とかっていう料金で、利用できる制度が２階建ての部分と
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してできるっていうのが、乗り合いタクシーとか自家用有償運送という仕組みです。 

それに対して、利用者負担が２００円って例えば出たとすると、更に、軽減措置の必要

な高齢者ですとかのハイヤー運賃助成制度の方たちは、２００円に対して、１千円未満で

あれば、１枚のチケット１００円を利用することで、１００円で利用できますよという、

そういう２階建てをイメージしておりますので、ちょっと７２０円だと分かりづらいんで

すけども、例えば、５千円ぐらいハイヤーを利用したんだけど、乗り合いタクシーを利用

した時に、仮に２千円ぐらいになったと。その２千円に対して、ハイヤー運賃制度でいう

利用区分に応じて、チケット２枚を２００円を負担することで、最終的には高齢者ですと

か負担軽減の必要な人は、結果的には、乗り合いタクシーの制度も３千円ほど負担をして

いただきつつ、負担というのは公費負担がありつつ、そして、更に１千８００円のハイヤ

ーでの負担を町がするので、最終的には２００円になっていくというような仕組みになり

ますので、今まで５千円掛かっていて、５枚チケットが必要だったところが、２千円を基

準にして２枚のチケットが必要になるので、そこでもやはりハイヤーチケットの枚数が実

質増えるというような仕組みにしたいなとは思ってますので、あそこもやはり制度が整っ

てから、全てのバランスを考えながら、このハイヤーのチケットの枚数も検討していきた

いというところです。 

植村委員 

それは、事前予約するデマンドとは、切離した考え方でやっていくということですか。 

山下住民生活課長補佐 

厳密に言いますと、この乗り合いタクシーにしても自家用有償運送にしても、どちらも

デマンド型交通っていうんですけれども、予約をして乗るということになります。 

ただ、予約といいますか、例えば、今も普通に営業用のハイヤーさんを乗る時も電話し

て予約をするっていうのは前提ですので、同じように乗り合いタクシーも予約をして乗車

して、制度の適用を受けるということに関しては、何ら変わりはないですし、ハイヤーの

利用助成に関しても同じような仕組みです。 

高橋秀之委員長 

よろしいですか。 

ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

ないようですので、幌延町地域公共交通計画策定に係る進捗状況についての件は、以上

とします。 

ここで、昼食のため、１３時まで休憩します。 

（１１時４５分 休  憩） 

（１３時００分 開  議） 

休憩を解いて会議を再開します。 

次に、（３）保健福祉課所管 ①第９期幌延町介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画

及び介護予防奨励事業についての説明をお願いいたします。 

島田保健福祉課長 

それでは、第９期幌延町介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画及び介護予防奨励事業
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について御説明をさせていただきます。 

介護保険制度は、保健医療福祉の各サービスが総合的、一体的に提供され、社会全体で

介護を支えていく仕組みとして、平成１２年度から開始されて以降、３年を１期とする介

護保険事業に係る保険給付の円滑な実施に関する市町村計画の策定が、介護保険法におい

て義務付けられております。 

現計画であります令和３年３月に策定いたしました第８期の計画期間が本年度末をもっ

て満了することに伴い、策定作業を進めております第９期幌延町介護保険事業計画・高齢

者保健福祉計画の案がまとまりました。 

本計画は、第８期計画期間の介護給付の実績や令和４年１２月に実施しましたアンケー

ト調査結果などを踏まえ、第９期の令和６年度から令和８年度までの３か年の計画を策定

するものでございます。 

第９期における第１号被保険者の介護保険料につきましては、国の社会保障審査会介護

保険部門において、保険料に関する見直しが検討され、令和６年度から、保険者の標準段

階が現行の９段階から１３段階として、進めることとなったほか、介護報酬改定などの影

響により、本町においても保険料の見直しを行っております。 

また、令和６年度より幌延町独自の新たな取組として、介護保険被保険者となりながら

も、１度も介護認定を受けていない９０歳以上の高齢者を、元気に自立生活を営む高齢者

として表彰することを目的とした介護予防奨励事業を進めることといたしました。 

本計画案並びに介護予防奨励事業の概要につきまして、担当の斎藤より御説明させてい

ただきます。 

斉藤社会福祉係長 

それでは、私から、第９期幌延町介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画及び介護予防

奨励事業について御説明させていただきます。 

まず、第９期幌延町介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画につきましては、厚いＡ４

縦の厚い部分なんですけど、素案を御覧ください。 

これに沿って御説明させていただきます。 

一枚めくると目次になりますが、本計画は、第１部総論、第２部高齢者福祉施策の展開、

第３部介護保険事業の見込み、第４部計画の推進の４部構成となっており、それぞれポイ

ントとなる部分を御説明いたします。 

３ページをお開きください。 

３ページから始まります第１部総論ですが、第１章計画策定にあたってにございます計

画策定の趣旨につきまして、少々お話しいたします。 

全国で人口減少、少子高齢化が進む中、本町でも令和４年に高齢化率は３割に達し、今

後も上昇する見込みとなっており、高齢者の介護を社会全体で支える仕組みが介護保険制

度となっておりますが、最近では、老老介護をはじめとし、複雑化した問題を抱える世帯

が増加し、高齢者を取り巻く環境や介護ニーズは変化し続けております。特に団塊の世代

が後期高齢者になる令和７年、そして団塊ジュニア世代が高齢者になる令和２２年を迎え

るにあたり、持続可能な制度運営が求められております。それに対して、国は、それぞれ

の地域の実情に応じたサービス基盤を整備し、住民同士が支え合いながら暮らしていける
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地域共生社会の実現を目指しており、本町もそれに準じ、令和５年度に最終年度を迎える

第８期計画の続きとして、令和６年度から８年度の３年間を期間とした第９期計画の策定

を進めていくこととしております。 

５ページをお開きください。 

５ページ、６ページでは、本計画策定に向けた国の基本指針を踏まえ、本町の３つの基

本指針を示しています。 

１介護サービス基盤の計画的な整備では、（１）地域の実情に応じたサービス基盤の整

備、（２）在宅サービスの充実。２地域包括ケアシステムの深化推進に向けた取組では、

（１）地域共生社会の実現、（２）医療介護情報基盤の整備、（３）保険者機能の強化。 

６ページをお開きください。 

３地域包括ケアシステムを支える介護人材確保及び介護現場の生産性向上を掲げており

ます。 

本計画は、前回の第８期計画から大幅な変更はないものの、本計画については、今述べ

ましたこの三つの基本指針に注目した内容としております。 

８ページを御覧ください。 

８ページからは、第２章本町の高齢者を取り巻く状況について示しており、これまでの

高齢者人口、世帯の推移、１２ページからは、要支援要介護者の推移、介護保険サービス

費等の見込み状況について記載しております。１５ページから１７ページでは、要介護認

定者数、認定率、介護サービスの受給について、幌延町と全国、北海道、そして、近隣市

町村との比較を記載しております。 

続いて１９ページを御覧ください。 

１９ページから２７ページにつきましては、令和４年度に町内在住の高齢者６０４人に

行ったアンケート結果の一部を掲載しております。 

内容としましては、要介護リスクの傾向や外出頻度、また、食事を取るときの人数、介

護予防のための通いの場への参加頻度、在宅生活の継続に必要を感じる支援、サービスな

どについて答えていただいております。 

続きまして、３０、３１ページを御覧ください。 

３０、３１ページには、これまでの現状、そして先ほどのアンケート結果等を踏まえ、

第３章計画策定における方向性の整理をまとめております。 

ページ進みまして、３２ページ。 

３２ページからは、本計画期間中である令和６年度から８年度における高齢者の要支援、

要介護者、要介護認定者、介護サービス量の見込みの推計値を記載しております。これら

を踏まえた上で、３９ページには、本町の基本理念、第６次幌延町総合計画の保健福祉医

療分野の基本目標である穏やかな暮らしをともに支えるを掲げ、次のページ４０ページに

は、それを達成するための４つの基本目標、１健康づくりの推進、２地域包括ケアシステ

ムの強化・深化、３地域で安心して生活できるまちづくりの推進、４介護保険事業の推進

を定め、隣の４１ページには、施策体系として、目標達成のための事業を並べております。 

４５ページをお開きください。 

４５ページからは、第２部高齢者福祉の施策の展開に移りますが、先の４つの基本目標
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達成のための具体的な施策、そして事業の内容と目標計画値等を記載しております。例を

挙げますと、基本目標１健康づくりの推進では、保健師等による予防事業や各種検診を継

続することなどを、基本目標２につきましては、５１ページ、基本目標２地域包括ケアシ

ステムの強化進化では、在宅医療、そして介護との連携推進や生活支援、介護予防サービ

スの基盤整備の推進など。 

５４ページから記載しております基本目標３地域で安心して生活できるまちづくりの推

進では、高齢者の人権を守るため、成年後見制度利用支援や日々の除雪や給食、緊急時対

応や見守り等の生活支援、そして、家族介護者、いわゆる、ケアラーの支援、そして老人

クラブの運営補助や長寿お祝い金事業の継続を記載しており、最後の基本目標４介護保険

事業の推進では、現状、町内外で行われている各種介護サービスの利用状況や地域包括支

援事業、包括的支援事業の取組状況や実績等を記載しております。 

続いて、７５ページをお開きください。 

ここからは、第３部介護保険事業の見込みについてでございます。 

本計画期間中の訪問介護、ヘルパーや通所介護、デイサービスなどの居宅介護サービス

費をはじめ、特別養護老人ホームなどの介護老人福祉施設等の利用料見込みのほか、町が

介護予防、日常生活支援のために行う地域支援事業費の見込みを掲載しております。 

７７ページを御覧ください。 

７７ページからは、介護保険料の仕組みについて触れています。 

国や北海道、そして本町の公費による負担を含めた介護保険の財源の説明や８１、８２

ページでは、６５歳以上の第１号被保険者に納めていただく介護保険料の標準月額を、５，

７００円、年額にいたしますと６万８，４００円とし、この算定式について、記載してい

ます。 

続いて８３ページを御覧ください。 

こちらが第９期計画の介護保険料の年額の一覧表となります。 

介護保険料額について、詳しく御説明いたしますので、まちづくり常任委員会資料②と

いうＡ４横のこちらの資料がございますので、８３ページと併せて、御覧ください。Ａ４

横の右側に資料②と書いてある資料でございます。 

タイトルは、第９期介護保険事業計画期間における制度改正及び計画概要についてでご

ざいまして、表紙をめくってください。 

タイトルは、【参考】第９期計画期間における第１号保険料（標準１３段階）となって

おります。 

これは国の厚労省の資料に基づいておりますが、これまで６５歳以上の１号被保険者の

介護保険料の標準段階につきまして、被保険者の収入に基づき、第１から第９までの９段

階を設定しておりましたが、本計画策定にあたり、令和６年度から標準段階を９段階から

１３段階に変更いたしました。これは介護保険制度の持続可能性を確保する観点から、１

号被保険者間での所得再分配機能を強化するということで、低所得者の保険料上昇の抑制

を図ることを狙いとしております。 

図を見ますと、右側、新たに設定された高所得者が対象となる第１０から第１３段階で

増加した保険料分、赤い部分です。こちらの赤い部分を、左側、第１段階、第３段階の低
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所得者の保険料を抑制、減額するために充てる青い部分ということにする考え方です。各

段階の対象者につきましては、この表の一番下に課税状況、そして合計所得金額が記載を

されています。併せまして、国は、現在、不足する介護人材確保のために、現場の職員の

給与の増額など処遇改善をするため、各種介護サービスに係る介護報酬額の増額を決定し

ております。このことから、町としましては、本計画策定にあたり、今後の被保険者数の

減少、そして介護サービス費の増加を見込んだ上でこれまで積立ててきました介護保険準

備基金を活用し、第５段階に当たる介護標準月額を前記８期に比べ３００円増の５，７０

０円、年額６万８，４００円と設定し、１３段階につきましては、この標準年額に掛け率、

第１段階から０．２８５、最も高い第１３段階から２．４を用い、算定しております。 

資料②の次のページを御覧ください。 

このページには、上段に本町の介護保険料基準額の経過、第５期から９期について、そ

して下段に宗谷管内の市町村及び近隣市町村との比較を掲載しております。 

宗谷管内、そして北海道の基準額の平均は５，６００円程度と聞いております。それぞ

れ各自治体は、前期に比べ増額、減額、据置きというそれぞれの変更がございますが、本

町も同様でございますが、ほとんどの自治体が介護保険料の上昇を抑えるため、これまで

積立ててきた介護保険準備基金を取り崩すという形を採っております。この介護保険準備

基金に関しまして、本町では、４，４００万円ございまして、このうち、今回、４０％に

あたる１，８４６万円を取崩し、５，７００円にしております。残額は、次期計画以降の

保険料上昇の抑制に取り崩すために残しておくという考え方を採っております。保険料の

説明は以上となります。 

計画素案の８７ページにお戻りください。 

最後になりますが、第４部計画の推進では、介護保険の円滑な制度運営のための方策を

掲載しております。 

難しい介護保険制度を分かりやすく説明するパンフレット等を使って周知することや、

保健医療福祉の関係機関との連携の強化をかけるほか、介護保険事業の適正な運営を図る

ための計画策定委員会の実施、計画の評価や見直しについて記載しております。 

これで本計画素案の説明は以上となります。 

続きまして、新規事業の幌延町介護予防奨励事業について御説明いたします。 

Ａ４横になっておりますタイトル幌延町介護予防奨励事業についてを御覧ください。 

まず、表紙をめくっていただきますと、本事業の概要は、本町の６５歳以上の介護保険

第１号被保険者のうち１度も介護認定を受けていない９０歳以上の高齢者を「介護予防の

実現者」と讃え、元気に自立生活を送る高齢者のお手本として認定し、奨励金１０万円を

給付するものです。町では、一人でも多くの高齢者が元気な状態を長く保ち、生涯町内で

過ごしてもらえるよう、保健事業や介護予防事業を進めております。 

現在、６５歳以上の介護保険第１号被保険者は、町内に約６５０人おりますが、このう

ち９０歳以上で介護認定を受けていない人、介護サービスを受給しておらず、公費負担を

利用していない方は全体の１．２％ほどです。本事業を実施することが、高齢者の生活に

張りをもたらし、健康寿命を延ばす意欲、動機付けにつながることを目的としております。 

（１）給付対象者は、本町の被保険者で、１度も介護認定介護認定を受けていないもの。
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ただし、介護保険適用除外施設の北星園入所者やその他福祉サービスを受給しているもの

は除きます。このうち令和６年度中に９０歳に到達する者、現時点では６名、そして令和

６年度に限りますが、既に９０歳に到達している者、現時点で１１名となっております。 

また、幌延町町税等の滞納に対する行政サービス等の制限措置に関する条例に基づき、

各種町税等の滞納がないものといたします。 

続きまして、（２）奨励金額は一人当たり１０万円です。金額の算定根拠としまして、

町内で新規介護認定を受ける方の平均年齢が約８０歳でありまして、そこから１０年間、

介護保険料を納めた場合、介護保険料段階第１段階の年額がおよそ約２万円となっており、

１０年間で通算２０万円となります。この５０％の１０万円を奨励金額と設定しました。

健康寿命を長く保ち、介護認定を受けていないということは、介護、医療にわたり各種保

険料の抑制に貢献されております。 

（３）表彰基準と給付方法案ですが、表彰基準日は令和６年度中に９０歳に到達する人

は、その人の誕生日を、既に９０歳に到達している人は、令和６年４月１日を基準日とい

たします。ただし、９０歳にこれから到達する若しくは既に９０歳に到達している人が本

町に転入してきた場合、すぐに対象者とはせず、一年間の町内に居住した後、対象に加え

ることとするような条件をつけようと想定しております。また、給付方法は、基準日を迎

えた対象者と日程調整を行って訪問し、町長等が奨励金と賞状渡すことを想定しておりま

す。 

最後、（４）総事業費は１７０万円としております。現時点で介護認定を受けておらず、

令和６年度中に９０歳になる人が６名、既に９０歳に到達している人が１１名おり計１７

名が対象になります。既に９０歳に到達している人を対象にするのは令和６年度のみで、

７年度以降事業を実施する場合は、その年度中に９０歳に到達する人のみを対象者といた

します。支出に関しましては、介護保険特別会計の事務費から出すこととし、一般会計繰

入金から町単費で充てることになります。 

私からは、説明は以上となります。 

高橋秀之委員長 

はい、ありがとう。 

ただいまの説明について何か質問ありますか。 

深澤委員 

２点お金の話なんですけど、質問いたします。 

最初に介護保険の３００円の値上げについてですけど、この表を見るとですね、関連町

村で、上位の金額に該当するんですよね。他の町村は、現状維持か値下げをしているのに、

我が町だけ何で上位の方にランクインされて、これ３００円の値上げに関して、何か値上

げをしないという努力をしたのかしないのか。それが１点と、先ほどの奨励事業について

ですね。積算根拠は概ね２０万円ほどって、お伺いしたんですけど、高齢になって１０年

間一生懸命頑張ったんだから、１０万じゃ少ないんじゃないかって私は思うんですけど、

この辺の値上げをする希望というか、何か手立てはないんですか。２０万も掛かっていて、

せめて１５万ぐらいにするとかさ。２０万も介護保険料払ってて、生命保険でも、戻って

くるっていう感じはするんだけど、いかがでしょうか。 
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斉藤社会福祉係長 

はい、お答えいたします。 

まず、最初の御質問ですが、介護保険料、幌延町では３００円増、値上げをしない努力

はあったのかということでございますが、この表を見る限り、上から３番目の金額となっ

てございます。３００円を上げる根拠といたしましては、やはり、うちの町の介護サービ

ス給付費が伸びるということ。それと、介護被保険者第１号の人数が減少すること。それ

を考えた上で、先ほど少し御説明いたしました準備基金を取り崩さない場合６，５００円

というふうになってしまいまして、そこから準備基金を幾ら使って幾らまで落とすかとい

う協議を理事者協議等含めてやってきました。全国的にもですね、介護報酬を上げる、介

護施設で職員の給与を上げるということで、保険料は上がるということを踏まえまして、

本町では３００円の増額というふうに設定させていただきました。 

ほかの町にもですね、上げた町、据置きした町、下げた町に聞きましたら、皆さん、基

金の取崩しをして調整をしております。その取崩しをする額が、多いところでは８０％を

この期でやってしまうというところもあったりですね、いやいやそこまではできないから、

３０％にしようとか５０％にしようとかっていうところもございまして、うちの町は、先

ほども１番最初に申しましたとおり、介護給付サービスが上がると見込んでおりますので、

３００円の上昇は、仕方ないかなというような形で設定した次第でございます。 

２点目の介護予防奨励事業の奨励金につきましては、積算１０万円では少ないのではな

いかというお話でした。本町では、介護保険ではなく、一般会計の方で、長寿お祝い事業

をしております。７７歳には商品券１万円、８８歳には３万円、９９歳には５万円の商品

券をお渡ししております。そこから鑑みまして、介護保険の認定を受けていない９０歳以

上の方が１．２％しかいない１７名しかいないというところで、当初は５万よりもちょっ

と高くしようかということで、１０万円まで引上げたという経緯がございまして、その旨

で１０万円というふうに設定したところでした。以上です。 

深澤委員 

   今の説明で、十分理解はしたんですけど、この基準額を上げることに関して、事務レベ

ルで３００円って言うけど、負担する側にしては、やっぱ大きな額なんですよね。だから

その辺をきちっと町民に説明してあげる。広報なんかも使ってですね、十分な、町民に理

解しやすい説明をお願いしたいなと思います。以上です。 

斉藤社会福祉係長 

この後ですね、この素案、今お話したとおり、３月の上旬、計画としては、５日ぐらい

にパブリックコメントを予定しております。その中で、この素案をお示しすることと、そ

れと広報４月号５月号、そして、介護保険の事務費として、パンフレット購入費用の予算

を取っておりますので、６５歳以上の方皆さんに分かりやすいようなパンフレットを送付

する予定でございます。 

深澤委員 

今、パンフレットの話出たんだけど、そのパンフレットの購入の費用にどのぐらい掛か

るんですか。 
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斉藤社会福祉係長 

介護保険特別会計の中で、すいません、ちょっと正確な数字ではないんですけども、２

０万円から３０万円ですね、パンフレット一つ、結構値段がして、幌延町の名前を入れて

幌延町独自の介護保険料の金額を入れて、ちょっと金額が上がってしまうんですけど、そ

れが今回の令和６年度の新年度予算に計上しておりますので、それを使って、パンフレッ

トをお配りしたいと考えております。 

深澤委員 

パンフレットにお金を掛けるとか、もう少し町の方で経費を掛けないでやっていく方法

はなんですか。 

斉藤社会福祉係長 

これまでは、パンフレットにお金を掛けず、白黒のＡ３一枚の紙に、こちらで作成した

ものを使っておりました。 

そのパンフレットは、２０ページから３０ページございまして、カラーであって、保険

料だけではなく、それぞれヘルパー、もしくは訪問看護、通所介護等のこれからサービス

を使われる方がどんな使い方があるか、介護認定を受けるにはどのような方法があるかと

いうことも踏まえた形のものが載っていますので、保険料だけではなく、これから介護保

険を必要とする方に向けたものとなっておりますので、少々お金は使わせていただきたい

なと思っております。 

深澤委員 

私が言いたいのは、お金を掛けたら何でも作れるんだよ。その経費を掛けないでの方法

はないのかっていう質問なんですけど。 

島田保健福祉課長 

今までどおり、ホームページですとか、先ほど斉藤の方からも説明したとおり、広報な

んかの折込も進めていくというふうには考えております。ただ、先程、斉藤の方から説明

あったとおり、今回、介護保険料の見直しが大幅にあったということで、その辺も、ちょ

っと詳しく、ちょっと分かりづらいのかなという部分が町民の方は、分かりづらい部分が

多分多いだろうと、その辺も踏まえて、９段階から１３段階に変わりました。そして、こ

うこうこういうふうに保険料の算出をしましたということで、今回は、ちょっと、その辺

も町民の方に、広く周知させていただいて、分かりやすくするパンフレットを作成したい

というふうに思っていますんで、よろしくお願いします。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

西澤委員 

奨励金（２）の、先程、説明にあった町税等なのかな。 

町税等滞納の方は対象ではないというような話があったんですが、第１段階での方だと、

本人は町民税非課税で８０歳から９０歳で納めた１年間約２万円の１０年間２０万円の半

額１０万円なので、可能性があるということですか。その町税等滞納者が現在いるのか、

それとも想定したら、そういう方はあり得るのかっていうところを１点ちょっとお聞かせ

ください。 
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斉藤社会福祉係長 

この１７名というのは、９０歳以上の名簿から介護認定を受けていないという条件で探

しているので、これが最大の人数となります。 

そして、幌延町町税等の滞納に対する行政サービス等の制限措置に関する条例、町税等

の滞納がないかどうかというところなんですけども、こちらにつきましては、ほかの補助

とか、ハイヤー助成とか、出産お祝い金とか、そういったことに倣いまして、税金の滞納

がないっていう方に給付するという条件を付けております。最後に、町税等の滞納がある

かどうかっていうのは、ちょっと調べてみないと分からないんですけども、こちらの方で

勝手に調べることはできないので、対象になる方に、調べてよろしいかというのは、ほか

のこういう給付のサービスでも申請書を書いていただいているので、そこで一筆頂いて、

その上で調べさせていただいて、給付対象するかしないかというところを判断したいと考

えてます。 

西澤委員 

そこで１点、例えば、ハイヤー利用等の助成を受けている方で、そういう滞納者がある

場合は、こういうサービスを受けませんよっていうのは分かるんですけど、例えば、奨励

金の場合、逆に言うと奨励金に値する方がいて、１０万円を奨励金として与えられるって

いう方であれば、例えば、そういう滞納があるんであれば、そこから滞納の分をもらう、

徴収するっていう考え方にはならないですか。 

斉藤社会福祉係長 

すいません。そこの部分は、検討はしていなかったのですが、他のお祝い金は商品券な

んですけど、祝い金であったり、福祉灯油の助成等も、これまでは、そういったことはし

たことはなかったっていうのが現状でありまして。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

齋賀委員 

今の奨励金のことなんですけど、やっぱり１０万円頂けるって聞いて、滞納あるかどう

かを調べてもいいですかって聞かれて、いや今払うわって言う。そしたら、それですっき

りするかもしれないですよね。その高齢者。やっぱり、そういう良い方向にいくのであれ

ばいいと思うんですけど。 

そもそも、この奨励事業は、高齢者の希望だったんですか、それとも、介護福祉計画策

定委員さんの案だったんですか。それとも、事務局というか、役所の皆さんの考えで出て

きたんですか。 

斉藤社会福祉係長 

御質問お答えします。 

まずですね、１７名の方の中に、今現在、滞納を確認できる方は、介護保険料に関して

はおりません。そして、この事業に関して、発案したのは、こちら町側の事務局でござい

まして、どのようにしたら、介護保険料そもそも下げられるかっていうところを考えたと

きに、介護保険のサービスを使う方が多い町では、介護保険料が高くなってしまうと、そ

れであれば、なるべく介護保険サービスを使わない。そのために、包括支援の係と生活支
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援事業、予防事業、保健福祉の方でも、予防推進の事業を進めてございまして、それが健

康寿命が延びていけば、介護保険のサービスも、そして医療保険の給付費も下がるという

ことで、何かこう目標にならないかなというところで考えたときに、ぱっと思い浮かんだ

のが、９０歳以上ってどれくらいいるのっていうふうに調べたときに、想像していたより

も多かった。幌延町は元気な高齢者が多いっていうふうには言われてるんですけども、そ

こで、是非、こういうふうに１．２％というと、すごく頑張ってこられた方なんですねと

いうことで、表彰に讃えられる方ではないかということで、ちょっと、お話を上げさせて

いただいた次第です。 

齋賀委員 

はい、分かりました。 

あともう２点はですね、この福祉計画の分厚い方ですねＡ４の。これの１９ページにア

ンケートで高齢者等のニーズとか意識を調査されたんですけど、この高齢者が望んでいる

ニーズとか意識には、どうやって、計画の中で答えていくんですか。できることとできな

いことがあるんだと思うんですけども、例えば、２５ページのニーズ調査で、安価で借り

ることのできる集合住宅利用したいよという人が皆さん多いですよね。こういう方たちに、

どうやって応えていこうとしたニーズ調査だったのか。ただニーズが何だったかっていう

だけを知りたくて、こういうアンケートを取ったのかをお聞きしたいと思います。 

それから、６４ページに、長寿御祝事業ありますよね。ここには、長寿まつりのことを

書いてあるんですけども、健康寿命を延ばすとこの１年に１回だけですね、幌延町内のあ

ちらこちらから、お年寄りの方が集まって、久しぶりに会ったねと。特に去年は、コロナ

で、久しぶりの開催で、いやあの人、お元気だったんだねって、久しぶりに会えて良かっ

たねっていう方が一杯喜んでる声が聞こえたんですけども、会の持ち方ですね、１時間、

１時間半ね。例えば、去年のテーブルに上がってるものを、なかなか、年配の方、手を付

けないで、みんな持って帰りましたよね。かなり暑かったのに。飲物にしても。 

だから、もっと飲みやすくするというか、もっと食べやすくするとか、そういう方法も

考えてあげれば、高齢者の方、もっと喜ぶだろうし、このお祝い金もですね、１００歳以

上の人もいるわけだから、１００歳になったら、また、お祝い金当たるんだよというふう

な、そういう喜びの場面を増やしていいのではないかと思うんですけども、この中身につ

いての検討とかそういうのは、毎年毎年行って反省して、次の新しい年度の長寿まつりと

か開催しているのかお伺いします。 

斉藤社会福祉係長 

まず、アンケートにつきましては、高齢者の居住環境につきまして、こちらのページに

載せているのは、あくまで一部のものになります。この居住のことに関して、アンケート

でどのような内容を聞いたかと御説明いたしますと、在宅生活が不安になったとき、望む

生活場所、今の場所で住み続けたい、もしくは、町内で生活の場を変えたい、町外に変え

たい、それと、安価で借りることのできる集合住宅の利用意向、安価で借りる集合住宅が

あれば利用したいか、したくないか、分からないと。で、したい場合は、幾らまで、家賃

を出すことができるか。また、希望する入浴設備、部屋に自分だけの風呂があるものがい

いのか、もしくは、共有の大きなお風呂があればいいのか等を聞いてございます。 
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その中で、このアンケートを受けて、理事者協議等も行って、ニーズとして、見守りを

してもらえる高齢者の住宅があったらいいのではないかっていう声もあったり、ただ、最

近は、今住んでいる家を離れたくないとか、冬の除雪さえ乗り切ることができれば、今の

住居で大丈夫ではないかという声も様々出てきております。 

住宅を誰かが保健師や管理人などが見守るものがいいのか、それとも、アパートのよう

なものであればよいのか、また、今、更新に向かっているんですけども、お風呂の関係等

も含めまして、なかなか、検討をして、まだ明確に示すことができないということで、こ

の計画では、検討を進めるというような本文にはさせていただいております。 

また、長寿まつりに関しまして、令和５年度に行った長寿まつりは、お菓子は袋に入れ

て、それぞれ持ち帰るという形にしております。飲物も小さなペットボトルを置いて、お

渡ししております。それ以前は、御飯を食べてお弁当ですね、御飯を食べて、お菓子が皆

さんで取るような形で、そして、お酒もあったりとしたんですが、令和３、４とコロナの

関係で中止しており、令和５年度、初めてコロナ明けで開催した年になりまして、このと

きに考えたのが、まだコロナが落ちついていなかった、町内でも出ているというような状

況だったので、今年度は、お菓子、お弁当も出しているんですけども、その場で、食べず

に持ち帰っていただく。飲物にしても、コップに注いでいたんですけども、それも、感染

予防の観点から、それぞれの一つのペットボトルにするというようなスタイルを採らせて

いただきました。 

これが終わった後、令和６年度ではどういうふうにやっていくかっていうのは、町内と

近隣の状況を見ながら、少しずつ前の方向に戻せていけばいいなというのは、終わった後、

協議したところでございます。併せまして、近隣町村に話を聞きますと、令和５年度もや

らなかったというところもあったり、同じように短縮して、また、持ち帰りをするという

近隣市町村がほとんどだったので、このような形にさせていただきました。 

最後に、長寿お祝い金の件ですが、７７歳８８歳９９歳に商品券を渡しております。 

１００歳以降、令和６年度に確か１００歳に到達する方がいらっしゃるはずだったと記

憶してるんですけども、国の方からの表彰はあると思うんですけども、町の方では今のと

ころございません。この部分に関しては、検討。 

（「するのか、しないのか」の声あり） 

そうですね、今のところは、考えていなかった部分でございますので、そのようにお答

えいたします。今のところそのようには考えていないということで、はい。以上です。 

齋賀委員 

考えてないっていうことを言われたんで、考えてほしいと思いますけど。ニーズ調査、

アンケート調査だけをここに公表するんじゃなくて、やっぱり高齢者の方のそういうニー

ズがあったんだから、それに少しでも応えられるような計画書になってほしいというか、

なかったら、今後、それを考えてほしいなと思っています。 

今聞いたところによると、ニーズ調査して、また、更に話を聞けば、今住んでいる家に

住みたいと、除雪さえちゃんとしてくれれば、そこでも住みたいんだっていう人もいると

いうニーズ調査をしたら、また、更にニーズが出てくるような場合ですから、やっぱりア
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ンケート調査だけで終わらせないで、更に発展させて、高齢者の方々の意向に少しでも近

付けるように今後なってほしいなと思っていることをお話しします。 

野々村町長 

はい、御意見を賜りました。 

今までも、それぞれ、そういうニーズがあって、そういう集合住宅的賃貸住宅、高齢者

の賃貸住宅という形で進められないかということで、全て補助金が出ない単費になる事業

なんで、やっぱり、そこは、もう少ししっかりということで、第１回目にニーズ調査、ア

ンケート調査をした時には、今より、そういう所があったら、移り住みたいということが

あったんですけども、今期、この令和４年のアンケートをやった時には、あるんであれば、

そういう所に移りたいけども、したら移るんですかという問いには、今の家から移りたく

ないという方が多くて、需要が、大分、少ないんじゃないかということが、垣間見えたっ

ていうところは、実際のところあります。 

ただ、その中にでも、やっぱり、冬季間でも、農村部からでも出てきて、入りたいとい

う要望も聞いてますし、それぞれ、そういう需要があるんであれば、何か、今後考えてい

かなければならないということ自体は、一生懸命、打合せをしておりますけども、今の住

宅事情全てを網羅して、全て、ぽっとを建てるということはできませんので、今期計画に

も書きませんでしたけども、やっぱり、そこはもっと前進めて、どのような、需要の方々

がいるかということも踏まえながら、そういう傾向で考えていきたいと思ってます。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

ないようですので、第９期幌延町介護保険事業計画・高齢者保健福祉計画及び介護予防

奨励事業についての件は以上とします。ありがとうございました。 

次に、②幌延町障がい者総合支援計画についての説明をお願いします。 

島田保健福祉課長 

それでは、幌延町障がい者総合支援計画について御説明させていただきます。 

本町では、障害者福祉に関する各種計画や事業を展開し、総合的な支援を進めておりま

すが、多様化するニーズに合わせたサービスの提供が求められているほか、国において、

障がい差別解消法の改正や第５次障害者基本計画が閣議決定され、共生社会の実現に向け、

障がいのある人が自らの決定に基づき、社会のあらゆる活動に参加し、その能力を最大限

発揮して、自己実現できるよう支援するとともに、障がいのある人の社会参加を制約する

社会的障壁を除去するための施策の基本的な方向が示され、地域住民に障がいに対する理

解を深めつつ、様々な場面において一人一人の状況に応じた、合理的配慮の提供を促進し

ていく必要があると考えています。 

こうした背景を踏まえ、障がいの有無にかかわらず、それぞれの個性を尊重し合いなが

ら共生する持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現を目指し、また、昨年７月に実施

したアンケート調査結果などを基に、幌延町障がい者総合支援計画案をまとめました。 

本計画案の具体的な概要につきまして、担当の柏谷より御説明させていただきますので

よろしくお願いいたします。 
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柏谷社会福祉係主事 

それでは幌延町障がい者総合支援計画、第２次幌延町障がい者基本計画、第７期幌延町

障がい福祉計画、第３期幌延町障がい児福祉計画素案について御説明します。 

お手元に配付しております幌延町障がい者総合支援計画素案により、説明させていただ

きます。一緒に配布しております幌延町障がい者総合支援計画の概要版につきましては、

参考としまして、お時間のあるときに御覧いただきたく思います。 

本計画は、現行計画同様、障害者基本法第１１条第３項に基づき、障がい者施策の基本

方向を総合的体系的に定める中長期的な市町村障がい者計画と障害者総合支援法第８８条

第１項の規定による市町村障がい福祉計画、児童福祉法第３３条の２０第１項の規定によ

る市町村障がい児福祉計画を一体的に策定しております。 

それでは、具体的な中身の説明に移ります。 

幌延町障がい者総合支援計画素案を御覧ください。 

計画書の表紙をめくっていただきますと目次がありますが、本計画は、大項目として、

全５部構成となっており、各部の中に関連事項を記載しております。 

３ページをお開きください。 

３ページでは、第１章計画の概要、１計画策定の趣旨では、変化する法令や地域状況な

どの背景を踏まえ、計画を策定するなど経緯について記載しております。 

４ページをお開きください。 

２計画の位置付けでは、本計画の法的位置付け幌延町総合計画、幌延町介護保険事業計

画など関連する計画との整合性を記載しております。 

５ページを御覧ください。 

３計画期間では、３計画の期間は、２０２４年度から２０２６年度までの３か年と定め

ています。 

４計画の策定体制では、計画の策定に当事者の声を反映させるため、アンケートを実施 

  し、町民の声を反映させるため、幌延町障がい者自立支援協議会において審議したことを

記載しております。 

６ページをお開きください。 

６ページから１３ページにかけて、第２章幌延町の障がいのある人を取り巻く現状では、

本町における平成３０年度から令和４年度の人口世帯、各種障害者手帳所持者数、保育、

教育、相談支援等の推移について記載しております。 

１６ページをお開きください。 

１６ページから３１ページにかけて、昨年７月、８月に実施したアンケート結果につい

て記載しております。 

３５ページをお開きください。 

３５ページから３６ページにかけて、第２部第２次障がい者基本計画、第１章計画の基

本的な考え方では、（１）地域で自立を目指せる体制の構築、次のページを御覧ください。

（２）誰もが地域で安心安全に暮らせる環境整備、（３）地域でともに暮らしていく社会

の実現に向けて、以上三つの方向性とすることを記載しております。 

また、次ページでは、２基本理念として、総合計画では、基本構想において、『共に拓
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き、共に創り、未来へつなぐ！～笑顔と希望に満ちあふれるまち ほろのべ』を将来像と

定めていることから、障がいのある人がこれからも住み慣れた地域で暮らしていくために

は、地域で暮らす全ての人が自分らしく、互いに認め合いながら、誰にとっても暮らしや

すいと思えるまちづくりができるよう、引き続き、基本理念を『誰もが自分らしく、やさ

しさに包まれて暮らすことができるまち ほろのべ』とすることを記載しております。 

３８ページを御覧ください。 

３基本目標では、基本理念の実現のため、三つの目標を設定し、基本目標１自立した地

域生活への支援では、一人一人のニーズに対応できるよう支援体制の構築及び就労に関す

る支援体制の在り方など検討すること。基本目標２安心して生活できるまちづくりでは、

一人一人の状況やライフステージに合わせた切れ目のない支援体制の充実強化及び環境整

備に推進すること。基本目標３地域でともに生きるでは、社会的障壁を取り除くための啓

発活動の推進や理解促進に努め、社会的な孤立防止のため、支援体制の構築などについて

記載しています。 

また、３９ページ、４施策体系として、各基本目標に関する施策と事業取組について図

表で表しています。 

４０ページをお開きください。 

４０ページから４９ページにかけて、第２章施策・取り組みの展開として、基本目標１

自立した地域生活への支援、基本目標２安心して生活できるまちづくり、基本目標３地域

でともに生きるを目標とし、各目標を達成するための取組を記載しております。 

５３ページをお開きください。 

第３部第７期障がい福祉計画、第１章第６期障がい福祉計画の振り返りでは、目標は国

の指針に準じたものとしており、第６期障がい福祉計画の成果目標の進捗状況を、５３ペ

ージから５８ページにかけて図表で表しております。 

続きまして５９ページをお開きください。 

第２章第７期計画の基本方針と成果指標、１障がい福祉サービス提供体制確保の基本方

針は三つ掲げております。 

また、５９ページから６４ページにて、２０２６年度の成果指標として、国の指針に準

じて成果目標を七つとし、本町の実情に応じた数値目標を設定しております。 

６５ページをお開きください。 

第３章障がい福祉サービスの見込量と確保方策、１サービス提供体制整備の基本的な考

え方では、アンケート及び利用実態などから、計画期間におけるサービス提供量を見込ん

でいること。併せて、サービスの分類について記載しています。 

６６ページをお開きください。 

６６ページから７７ページにて、２障がい福祉サービスの見込量と確保の方策として、

実際に各種サービスの見込みを記載しています。 

７８ページをお開きください。 

７８ページから８６ページにて、第４章地域生活支援事業の見込量と確保方策では、必

須事項１０項目、任意事項１項目について記載しています。 

見込量としましては、先ほどの障がい福祉サービスと同様の考え方で見込んでおります。 
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８９ページをお開きください。 

８９ページから９０ページにて、第４部第３期障がい児福祉計画、第１章第２期障がい

児福祉計画の振り返りでは、第２期障がい児福祉計画の成果指標に対する進捗状況を図表

において比較しています。 

９１ページをお開きください。 

第２章第３期計画の基本方針と成果指標、１障がい児支援の提供体制確保の基本方針で

は四つ掲げております。 

また、９１ページから９２ページにて、２０２６年度の成果指標として、国の指針に準

じて、成果指標を一つとし、本町の実情に応じた数値目標を設定しております。 

９４ページをお開きください。 

９４ページから９６ページにかけて、第３章障がい児福祉サービスなどの見込量と確保

方策では、各種サービスにおける実績と来期見込値を記載しております。 

９９ページをお開きください。 

第５部計画の推進、第１章計画の推進のための方策では、国が示す基準指針、直近の障

がい福祉施策の動向、また、幌延町の状況などを踏まえて五つ掲げております。 

１０１ページをお開きください。 

１０１ページでは、第２章計画の推進体制、１サービス提供体制では三つ掲げておりま

す。 

２進捗管理は、ＰＤＣＡサイクルのプロセスを循環させながら、効率的かつ効果的な施

策の推進を行うことを記載しております。 

１０５ページをお開きください。 

１０５ページからは資料編となりまして、策定経過、幌延町自立支援協議会委員名簿と

設置要綱、また、用語説明として計画に記載している用語について説明しています。 

以上で、本計画の説明を終わらせていただきます。 

高橋秀之委員長 

   ありがとうございました。 

ただいまの説明について何か質問はありませんか。 

齋賀委員 

１７ページ（２）支援が必要なとき、１８ページでは、主な介助者についてとあります

が、支援が必要なときっていうのは、介護者が必要なときっていう意味なんですね。 

清水包括支援係長 

今の御質問についてお答えします。 

こちらはですね、あくまで御本人に対してっていうところでの回答になっていまして、１

７ページの図表ですと、手帳の所持者の方が支援と感じるときはどのようなときですとか、

療育手帳の所持者なのか、このところで、それぞれの手帳所持者がどのように感じるかとい

うことで、例えばですね、精神障がいの方では、お金の管理とかで支援が必要だと感じると

か、そういうものになっております。 

次のページの１８ページですね。 

主な介助者っていうところがですね、介助が御本人が必要だってなったときに、どなたが
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介助してもらってますかっていうところで、配偶者の方が多いとか、そういうことになって

いるものになります。以上です。 

植村委員 

幌延で障がいのある人達というのは、年々、人口減に併せて減ってはきてるということ

ですけども、令和４年度で障害者手帳を発行してる方が９２名、そのほかの方が１１５い

るということですけども、これらというのは、全部で２２０くらいですか。 

個々の生活状態っていうか、そういうのは、把握されてるということでしょうか。 

柏谷社会福祉係主事 

今の質問にお答えします。 

基本的には、個々の手帳を持っている人たちの訪問とかは、してはいないんですけども、

一応、障がいのサービスとか受けている方につきましては、各施設に就労継続Ａ型とかＢ

型の事業所があるんですけども、そこで見てはいただいています。 

個々で回ったりとかは、してはいないです。以上です。 

植村委員 

なかなか、職員の手も掛かるということもあるんでしょうけども、普段の生活では、そ

んなに心配することはない。それなりに、介添えの方がいるということであれば、そんな

に心配いらないのかなと思うんですけども、災害時とかになると、やはり今回も、能登半

島の地震あたりでも、結構、そういった障がいのある人方のケアということで話題になっ

てるんで、やはり、普段からそういう人たちの避難だとか、支援だとかっていうことをき

ちっとやっぱり、話し合ってコミュニケーションを取りながら、計画を持ってやっていく

ということも必要でないのかなと思うんですけども、その辺は、可能性としてはどうです

か。できるかできないか。 

柏谷社会福祉係主事 

今の質問ですけども、幌延町では、養護者を的確に把握するとともに、その要望者名簿

というものがあるんですけども、それを基に幌延町社会福祉協議会や福祉サービス提供者

の方と連携を密にして、協力体制を構築していけたらなと思います。以上です。 

植村委員 

いけたらなということなんで、是非、そのような方向で実態を把握しながら、個人との

コミュニケーションを取って、非常時の事態に何かあった時に備えていくという体制も、

是非、考えておいてほしいなというふうに思います。 

佐藤委員 

３９ページに、自立した地域生活への支援ということで、基本目標に就労支援というこ

とで、企業、行政等が一体となったその応援体制の構築だとか一般就労の推進とあるけど、

これは、ある程度、簡単な仕事だとか、単純な仕事だとか提供してくれる人いるんでしょ

うけど、そういう人たちの行政も当然、役場もそうなんでしょうけど、そういうところの

就労支援っていうか、大きな企業って言ったって、そんなにある訳じゃないんですけど、

そういう働きかけってのは、企業にお願いしたり、いろんなその働きかけっていうのは、

やっているのか。 
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柏谷社会福祉係主事 

今の質問ですけれども、企業にそういった話をしているというよりかは、うちの方で相

談支援事業所ひだまりさんというところと委託を結んでおりまして、そこの方に仲介に入

っていただいて、その方を訪問して、どういったことをやりたいですかなどを調査をして、

その人に適した就労Ａ、若しくは一般就労とか、そういった方向で中間に入っていただい

て、うちの方で決定しているっていう状態です。 

佐藤委員 

もう一つ、実際に何人か単純な仕事か何かに就労されてる実績っていうのはあるんです

か。 

柏谷社会福祉係主事 

就労Ｂには、数名いらっしゃいますし、就労Ａでも、１名決定している方はいらっしゃ

います。 

高橋秀之委員長 

   ほかにありませんか。 

無量谷委員 

９１ページに児童発達支援センター設置っていうことなんですけど、この３町でやるに

当たって、天塩町、遠別町の状況というか、人数的に把握しているのか、いないのか。設

置場所に、今度、関わってくるのかなって感じがするんですけど、その辺の近隣町村の対

象者というか、そういうのは、どのぐらいつかんでいるのか。 

柏谷社会福祉係主事 

この幌延町、天塩町、遠別町３町共同で、留萌北部地域子ども発達支援センターを設

置・運営していますということなんですけども、こちらにつきましては、事務局が天塩町

の方で行っておりまして、実際には、遠別町と天塩町の人数とかは把握していないんです

けども、うちの方から放課後等デイサービスと児童発達支援サービスっていうのがあるん

ですけども、そちらで８名ほど通所はしております。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

（「ないです」の声あり） 

ないようですので、幌延町障がい者総合支援計画についての件は以上とします。 

ここで、１４時３０分まで休憩します。 

（１４時１７分 休  憩） 

（１４時２８分 開  議） 

休憩を解いて会議を再開します。 

次に、（４）総務企画課所管②幌延町民営賃貸住宅建設促進助成制度及び幌延町定住促

進持家住宅建築等奨励制度についての説明をお願いします。 

梶総務企画課長補佐 

それでは、私の方から、移住定住施策の補助制度の見直しということで、お手元の資料、

町営民営賃貸住宅建設促進助成制度及び幌延町定住促進持家住宅建設等奨励制度の見直し

についての御説明を申し上げます。 
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資料１ページ目から進めてまいります。 

本町では、平成２８年度から人口減少に対応した幌延町まちひとしごと創生総合戦略の

取組の一つとして、民営賃貸住宅建設促進助成制度及び定住促進持家住宅建設等補助制度

を運用しております。この度、３月定例会において両制度の改正議案を上程させていただ

くに当たりまして、事前に制度改正の背景や状況等について御説明いたします。 

初めに民営賃貸住宅建設等補助制度についてですが、民間活力による良質な賃貸住宅の

確保と住環境の整備を図り、もって定住の促進、本町地域経済の発展に寄与することを目

的としております。令和５年度までの７年間で２事業者に対して、計４戸分の補助実績が

ございました。補助実績は丸の３つ目、これまでの実績という所に書かれております。 

これまで４戸分の補助実績となってございますけれども、昨今の建設費等の高騰ですとか、

第２期まち・ひと・しごと総合戦略で掲げる３０件、新規移住促進住宅ですとか、民営賃

貸住宅３０件という目標件数には届いていないという実情も踏まえまして、他の自治体の

事例も参考に、助成対象者の要件緩和や補助額の増により、町内における住宅不足解消を

図ろうとするものです。 

一つ目の丸印、改正内容についてですけれども、助成対象者、つまり賃貸住宅のオーナ

ーについて、これまで町内の個人又は法人という形で限定してきたところですけれども、

こちら町内の限定を緩和しまして、単純な個人又は法人のみという記載に改めようとして

おります。 

次に助成金については、これまで最大１００分の３０以内という補助率でしたが、こち

ら１００分の７５以内とすることとしまして、実際に補助金額算定の際に用いるのが限度

額については、これまでどおり建設業者が町内業者か町外業者かによって金額の差を設け

ていることは、継続するんですけれども、町内建設業者が施工する場合の補助金額につい

ては、１ＬＤＫの場合、２００万円を４５０万円、２ＬＤＫの場合、３００万円を５５０

万円にそれぞれ２５０万円増額しようと考えております。 

また、町外事業者が施工する場合の補助額については、２割程度減額となりまして、１

ＬＤＫの場合１３０万円を３５０万円、２ＬＤＫの場合２００万円を４５０万円に、それ

ぞれ増額するものです。いずれの場合も最低限の面積要件については、５平米ずつ増とし

ております。 

また、建設に当たっては最低家賃額も要件として設定しておりますけれども、こちらに

ついては、１千分の５．５を１千分の５．０としております。以上を踏まえまして、令和

６年度予算では、町内業者が施工する２ＬＤＫを１棟８戸分という形で、４，４００万円

の予算計上となっております。 

次に、２枚目の資料を御覧ください。 

こちら定住促進持家住宅建設等奨励制度についてですけれども、定住人口の増加を図る

ため、持家住宅の新築改修及び取得を奨励し、福祉の向上と地域経済の発展に寄与するこ

とを目的としています。こちらの補助制度につきましては、制度開始以来、コンスタント

に御利用いただいているところではありますけれども、先ほども申し上げました建設費等

の高騰に対応するため、新築と改修の場合の限度額を増額することで、更なる定住促進を

図ろうとするものです。 
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一つ目の改正の内容についてですけれども、補助率はこれまでどおり、建設費等の１０

０分の２０、２０％になりますけれども、算定の際に用いる限度額につきましては、町内

業者が施工する場合の補助金額を新築の場合は３００万円から４００万円に、改修の場合

は１５０万円から２００万円にそれぞれ増額するものです。また、町外建設業者さんが施

工する場合は、これまでどおり町内建設業者の額の１００分の８０としておりまして、新

築の場合は２４０万円を３２０万円、改修の場合は１２０万円を１６０万円にそれぞれ増

額しようとするもので、取得につきましては、これまでどおり限度額の１００万円という

ことに変わりはありません。 

以上、簡単ではありますが御説明といたします。 

高橋秀之委員長 

ありがとうございました。ただいまの説明について、何か質問はありませんか。 

深澤委員 

要するに住宅を建てるのに、建てるのはオーナーであって、そのための補助金なんだけ

ど、町はその補助金を出しただけのもんなのか、入居者募集だとか、町は関与してないの

か、その辺いかがなんでしょう。 

梶総務企画課長補佐 

はい、御質問お答えします。 

住宅の建設に当たっての補助金の手続としましては、公募をして、建てる方を募集して

認定申請、交付決定という形になりますけれども、その後の募集等に関しては、町として

は関与する予定はございません。 

深澤委員 

民間１００％の建て方じゃなくて、今あちこちで公営住宅なんかもそうなんですけど、

ＰＦＩ方式というのがあるんですけど、そういう考え方はないのかな。いかがでしょうか。 

梶総務企画課長補佐 

現時点では、これまでの制度のてこ入れというかですね、建設費の高騰に対応した改正

ということで、そのような考えはございません。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

（一同無言） 

ないようですので、幌延町民営賃貸住宅建設促進助成制度及び幌延町定住促進持家住宅

建設等奨励制度についての件は以上とします。 

続いて③幌延町交流拠点基本構想に係る策定期間の変更についての説明をお願いします。 

山本総務企画課参事 

幌延町交流拠点基本構想に係る策定期間の変更についてということで御説明したいと思

います。策定期間の変更の説明に入る前にお配りした資料なんですけれども、こちらの図

面が付いている資料なんですけど、こちらについて、まず説明したいと思います。 

今回配付した資料については、２月５日開催の令和５年度第２回幌延町まち・ひと・し

ごと創生会議において、議題の一つである交流拠点施設整備の場所の検討という議題の議

論のきっかけの一つとして配付したものです。会議では、整備場所や必要とする機能、設
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備を絞り込む必要があることから、これまで、役場周辺としていた整備場所を、役場周辺

である程度面積を確保できる町有地の面積に合わせて、町民アンケート等によって上げら

れた必要とする設備や機能を盛り込んだ形でポンチ絵としたものです。例示したポンチ絵

は、役場に接続した場合３か所、役場に接続しない場合３か所の６か所を接続しておりま

す。 

創生会議これまで２回行っているんですけれども、めくってもらって、２枚目に第１回

目１１月に行った創生会議の開催状況、２回目に行った創生会議の開催状況についてまと

めてありますので、御覧いただければと思います。 

第１回目の会議において、施設を整備するに当たって、もう少し、町民の方々の意見を

聞いた方がいいんではないのかっていうような委員さんから意見がありましたので、それ

に加えて、ちょっと構想の素案に対する検討の熟度が低いのかなっていうこともありまし

て、策定期間、これまで説明していた令和５年度樹立っていうのを、１年延ばして令和６

年度の樹立に変更しようと思いまして、第２回目の創生会議で委員さん皆さんにお諮りし

たところ、了承されましたので、策定期間１年延ばして、令和６年度にしたいと考えてお

ります。 

それに係る説明は、お配りしてます、幌延町交流拠点基本構想に係る設計策定期間の変

更についてという所に、変更した理由ですとか、令和５年度の流れ、令和６年度の流れ、

それから何をこれから町民の方々に聞くのか、どういう団体に聞くのかということをまと

めてあります。 

策定期間、構想の樹立年度が１年延びるということで、これまで説明した令和１０年ま

でに施設整備完了するよというのが１年延びまして、今のところ令和１１年の開館を目指

して、この事業進んでいきたいと思います。 

１年延びることによりまして、町民の方々、様々な団体の方々から意見を頂きながら、

構想の素案を作っていきたいと考えております。団体だけではなくて、年代別に２０代３

０代、５０代ぐらいまでの男女別でもいいんですけれども、方々の意見を伺いながら、構

想に載ってる機能ですとか設備、必要なもの不必要なものを精査して構想を作っていきた

いと思います。 

構想は、１２月から１月にかけて、パブコメを行いまして、令和７年２月に構想樹立で

きればいいなと考えております。 

以上簡単ではございますけれども、説明とさせていただきます。 

高橋秀之委員長 

ただいまの説明について、何か質問はありますか。 

齋賀委員 

施設の中に、コンビニ誘致ってあるんですけど、このコンビニの誘致ということに対し

て、町では水道光熱費出すから、店だけ出してくれっていう感じという強い心構えがある

のかそこら辺を確認したいと思います。 

山本総務企画課参事 

コンビニの誘致というのも、町民アンケートですとか、平成２９、３０で行った役場庁

舎内の会議で、必要な機能として挙げられた施設なんですよね。 
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ですから、コンビニを誘致するとか設置するとかっていうのも、今後の団体の皆さんと

か町民の皆さんの話を聞きながら、本当に設置してもいいものなのか、設置すべきものな

のかっていうのを、いろいろ精査しながら令和６年度中にまとめたいと考えております。 

齋賀委員 

商工会もあるので、商工会の人と商工会関係の人とも、やっぱり、十分協議をしてほし

いなと思っています。 

それともう１点は、若い人たちの意見を聞くっていう具体的な団体名書いてあったんで

すけど、是非、この中に農協青年部、婦人部も入れてくれてはどうかなと思いますのでお

願いします。 

山本総務企画課参事 

商工会から意見を聞いた方がいいんじゃないかということなんですけれども、２回目の

創生会議で商工会長の方からも御意見を頂いたので、今後、商工会の方とも、お話ししな

がら進めていきたいと思います。 

あと、意見を伺う団体の方々に、農業関係者も入れた方がいいんじゃないのかっていう

ことなんですけれども、その辺も考えながら意見聴取したいと思います。町民アンケート

の集計結果を見ますと、幌延市街地区だけではなくて、問寒別からも、ほかに、下沼地区

ですとか、上幌延地区からも意見は頂いておりますので、皆さん関心が高いのかなと思い

ますので、意見を伺いながら作っていきたいなと思います。 

高橋秀之委員長 

よろしいですか。 

（齋賀委員「はい」） 

無量谷委員 

この地図の中に、診察室１、２とあるんですけど、保健センターとの絡みもあって、こ

ういうのが、本当に必要なのかっていう感じがするんですけど。 

それと、多世代交流休憩スペースっていう部分もあるんですけど、喫茶店っていうか、

そういう軽食なり何なりできるようなスペースなのか、その辺ちょっと考えを聞きたい。 

山本総務企画課参事 

まず研修室、保健センター機能の話ですよね。 

保健センター機能につきましては、保健センター、皆さんも御存じのとおり、平成３１

年１０月に役場庁舎に移転、執務室になっているんですよね。その目的っていうのが、保

健と福祉の連携強化っていう目的だったんですよ。 

それから執務してみて、サービス場所の一元化ですとか、利用する方が健診を１か所で

やったときは、保健センターに行くよ、保健とか福祉の相談は、役場の執務室でやるって

ようなことではなくて、一元化を図って効率化を高めるような考えもあって、必要な機能

として今は載せております。 

それが、町民の皆さんの話を聞きながら、そんなの要らないんじゃないか必要ないんじ

ゃないかということであれば、落とす必要もあるのかなとは今のところ考えてます。 

多世代交流スペースですとか、カフェスペースですとかっていうのは、今のところ、軽

食喫茶を提供するっていうのは、担当としては考えてないです。 
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ただ、よくある自動販売機みたいな形でコーヒーを置くですとか、もし、コンビニが入

れば、そこを利用してもらうとか、いろんな考え方あると思うんですよね。 

ですから、今のところ、人を雇って、ここで、料理を提供するというような考え方は、

構想には、入ってないです。 

無量谷委員 

そうなると、常駐者がいない部分があって、相談室っていう形もあるし、健康増進スペ

ースというのもあるんですけども、これらについても、そうなると、人材がそこに常駐し

てない。ただ単純に、建物の提供という考えでいいのかな。それとも、ある程度、時間に

は、健康相談みたいな形で、そこに、誰かがいるのかいないのか、その辺の考え方はある

のかな。 

山本総務企画課参事 

今のところの考えでは、保健センターの機能を移転するっていうような考えもあります

ので、相談ですとか、あそこに職員が何人か常駐するような形か、あるいは、ちょっと分

かんないですけど、課ごと移動するですとか、そういうような形で、日中はそこに常駐し

てもらって、利用者の方にそこに訪れてもらって、相談ですとかをしていただければいい

のかなと思います。いろいろ、今、構想の中身を精査して、必要な機能ですとか、どうし

てこれが必要なんだっていうのを、今、まとめている最中なんですよね。ですから、それ

がまとまったら、また、議員の皆さんにも御相談したいなと思うんですけれども、今のと

ころそのように考えています。 

高橋秀之委員長 

よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

深澤委員 

若干の説明を聞いたんだけど、これを全部ね、内容を町民の要望１００％受けるとした

ら、できないしょう。 

（「できないですね。」の声あり） 

じゃ、何でこんな案を出してくるの。ある程度、形を決めていかなかったら、中に入る

施設だって変わってくるでしょう。それによって、器の大きさから、面積を割り出してい

たら、土地の面積だって出るんじゃない。六つも案出しておいて、町民要望の１００％受

けていたら、こんな場所で建てられないでしょう。そういう提示の仕方って、あるんです

か。それを町民に伺うときに。お宅方、行政のプロじゃないの。 

それと、私は９月定例会に浴場の話で、町長とやりとりをしましたけど、この１年延び

たことが私は大変遺憾に思っているんですよ。あの答弁を聞いて、私、令和９年１０年に

は完成するよっていう話をしてきたんですよ。今ここで、１年延びたよって話しされても

納得できませんよ。そうでしょう。１年延びることによって、浴場の耐震だとか、これか

らの地震対策に対して、本当にもつんですか。確信で約束できますか。 

それと、先ほども出ましたけど、コンビニの話。私は、コンビニが入居するのは、絶対

反対ですから。そうでしょう。私は商工業者だから、よく理解しているんですけど、地元

の販路拡大でさえ切迫しているところに、外部から入ってくる税金も納めないコンビニを
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入居させて、町の利益になるんですか。消費者にとってはいいかもしらんよ。だけど、地

元の商工会としては、これ真っ向から反対していきますよこれ。これも検討の材料にして

くださいよ。 

山本総務企画課参事 

案六つお示ししたんですけれども、これは、町民アンケートですとか、庁内会議で必要

な機能がこれだけあるよっていうものを絵にしたものです。議論の一つとして。 

行政側で、これは要らないよとか、これはいるよとかって決めるよりも、みんなで決め

て、形作って、下から上げていくっていう考えで今やっています。 

前みたいに行政が決めて、こうだよではなくて、下から積み上げていくような形で、今、

決めていっています。 

それと、浴場については、できるだけ、ちょっと約束はできませんけれども、１年早め

てっていうか、今、建設２年で見ているんですよね。ですから、浴場のボイラー施設が老

朽化しているのも分かっていますし、耐震化がされていないっていうことも、重々分かっ

ています。ですから、なるべく早く、先にできるかできないか分かんないですけれども、

間に合うようには、何とかしたいなと思っています。 

あと、コンビニにつきましては、創生会議のときに、会長さんにも、言われました。当

然だと思います。コンビニにかかわらず、コインランドリーも店舗はないけれども、取次

ぎ店は、あるんですよね。その辺も配慮しながら、本当に必要なのかどうなのかっていう

のを、多分、またみんなに怒られると思います書いていたら。だから、その辺も配慮しな

がら、これから、構想を整理していきたいと、みんなの使いやすいような施設にしていき

たいなとは考えてます。 

佐藤委員 

いや、これ見たら大変だと思う。 

これから、これだけの者と懇談を行おうなんて、時間があるのか。 

そして、言いたいのは、委員会１９人、オブザーバー１７名、今度１７名に減ったのか、

ここら辺に、どうして、いろんな年代の方を入れなかったのか。そこら辺が、これからこ

れだけの人と懇談していくっていったら、また、相当絞ってかかんないと。 

あれも聞いて、これも聞いて。いや、これ落とす、あれ落とすなんてやっているから。

大変な作業になっているんだなと思って見てるんだけど。 

そこら辺、どういうふうに、取り組んでいくのか、ちょっと、お伺いしたいと思います

けど。ある程度、こちらの原案を持って掛かって行かないと、今言われたように、埋め殺

しみたいになっちゃって、何を取っていいんだか分かんないようなことになってくんじゃ

ないのかなと思って。 

このけつがもう決まってきてるんでね、これやっぱり、早急にお願いしたいなと思って。 

山本総務企画課参事 

町民の方々との懇談につきましては、来年の５月末、６月頭ぐらいを目処に行っていき

たいなと考えているんですけれども、おっしゃるとおり、こういうのが必要かとかって絞

りながら聞いていかないといけないなとは考えてます。 

ですから今、こういう機能は、このために必要なんだよとかっていうような、ちょっと、
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まとめてますんで、ちょっとそれを基に、これから聞いていきたいと思います。 

あと創生会議のメンバーにつきましては、梶補佐から説明します。 

梶総務企画課長補佐 

創生会議の委員さん、オブザーバーさんの関係だったんですけれども、去年の常任委員

会、大分前の常任委員会になるんですけれども、構想の素案の叩かれ台をお示しした時に

ですね、いろんな本当に機能がありまして、多世代交流ですとか、様々な観点があります。

防災っていうのもありますということで、従前の委員さんは、どちらかっていうと観光寄

りみたいなところでの委員さんのウエートが多かったんですけれども、そこの考え方は今

回の創生会議のメンバーの時点でですね、今回考えている、盛り込んでいるような機能に

即したようなメンバーの方々にお声掛けして、年代としては、本当に老若男女というかで

すね、地区にしましても、例えば、町内会長さん、問寒別幌延地区の連合町内会長さんで

すとか、子供たちの目線でいけばＰＴＡですとか、本当に、建物に直接関わりがありそう

な団体を考えてお声掛けしたというのが実態となってございます。 

佐藤委員 

いずれにしても、この創生会議って、何のためにやってるんだということになっていく

わけだから、ある程度、やはり創生会議の中でもんで、まとめていかないと、更にその中

で、こちらの下の方にこれだけ聞いてみなさいってなると創生会議って何なのかってこと

になっていくだろうし、そこら辺で、まとめていかないと、これまた本当にこれならどう

やって絞っていくのかってことになるんじゃないのかなと思いますね。やっぱりしっかり

そこらんとこ、創生会議に掛かる以上は、やはり、しっかりとした原案を持ってって、こ

の中で、まとめていくっていうな気構えでいかないと、またこれ、けっつ延びていったら、

今、風呂場の問題も大変なことになって、今の地震の関係、幌延もいろいろと心配されて

るわけだから、そんなのもね、今言ったように、ある程度やっぱり、きちっと、まとめて

かかっていかなかったら、時間ばかり食ってしまうのかなと思って、そこら辺ちょっと心

配なもんだから、ちょっとお伺いしましたんで、よろしく頼みます。 

岩川副町長 

拠点整備構想のまとめ方なんですけども、先ほど創生会議のお話出ましたけども、この

創生会議の中にも、諮ってはいるんですけども、創生会議の委員の皆さんも、やっぱり、

この将来に向けての大きな箱物を造るということに対する責任というのは、非常に重たく

感じておられてですね、我々だけで、これをね、決めてしまうっていうのは非常に大変だ

というような御意見も頂いてですね、もっとしっかり住民の声を聞いてほしいという声が

ございました。それを受けてですね、今回事務局の方でも、もう少し、当然、町としての

コンセプトの伝え方もまだ不足してる部分もあるかもしれないんで、どんな施設にしたい

のかというようなことも伝わってませんし、皆さんの声も拾い切れてないのかなというこ

とで、更に一年間かけて、もう一度、声を拾って、最終的には、町長部局、事務局の方で、

ある程度、整理して、費用だとか面積だとかいろんなことを考えながら取捨選択した上で、

案というものを提示しなければならないというふうに思ってますけども、町長も心配して

るように、余り行政主導でやり過ぎても、最終的にこれが勝手に役場が造った施設だから

ということで、利用がされない、愛されない施設なっても、これは不幸になりますので、
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やはりそこっていうのは、多少時間は掛かりますけども、いろいろ議論を尽くした上でで

きあがったものにしたいなというふうに考えてございます。 

コンビニの話一つに取っても、今日これだけ議論が出るわけですから、ここではコンビ

ニ誘致って書いていますけども、コンビニに限らず、要するに飲食ができるような機能が

建物にあると、非常に施設の利用度も上がるんではないかということで、一つの例として、

書いているわけです。それが、コンビニでなくても、地元のスーパーさんでもお店でもい

いんです。そういうところが入ってくれればいいし、いろんな方法は取れると思いますん

で、これから、その辺のところも、我々も検討しますし、皆さんからも御意見を丁寧に聞

いて説明して、いいものをできるだけ、良い施設に作り上げていきたいなというふうに考

えてございますので、どうぞよろしく御理解のほどお願いします。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

はい、ないようですので、幌延町交流拠点基本構想に係る策定期間の変更についての件

は以上とします。ありがとうございます。 

暫時休憩します。 

休憩を解いて会議を再開します。 

次に調査事項（５）産業建設課所管 幌延町営住宅条例の一部改正についての説明をお

願いいたします。 

角山産業建設課長 

本日、産業建設課及び農業委員会からの報告説明事項は、（５）（６）の２点でござい

ます。 

１点目は、（５）幌延町住宅条例の一部改正についてでございまして、本件につきまし

ては、総務省から国土交通省に対して、低額所得者、高齢者及び障がい者など住宅確保に

おいて配慮が必要な方が、安心して暮らせる環境の充実を図るという観点から、改善措置

について勧告されたことを受けまして、民法の一部が改正され、併せて国が示す公営住宅

管理標準条例案、こちらについても併せて改正されております。 

公営住宅の入居手続における保証人の連署する請書の提出義務、こちらを廃止して、緊

急時の連絡先となる緊急連絡人に替えることとされましたので、幌延町住宅条例におきま

しても、該当部分のほか、所要の改正を行おうとするものでございます。 

それでは、詳細につきましてお配りした資料に基づいて、産業建設課公園住宅係長多田

から説明申し上げます。 

多田公園住宅係長 

はい、それでは私から、幌延町営住宅条例の一部改正について説明させていただきます。 

昨今の単身高齢者の増加など、公営住宅を取り巻く状況を踏まえ、保証人制度に対する

国の考えが示されているところであります。お手元の資料の中段に、国土交通省からの通

知で、保証人制度に対する国の考え方を①から④でまとめさせていただきました。 

要旨を読み上げますと、まず①では、近年、身寄りのない単身高齢者等が増加している

などを踏まえると、今後、公営住宅への入居に際し、保証人を確保することが一層困難と
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なることが懸念される。 

②住宅に困窮する低額所得者の住宅提供という公営住宅の目的を踏まえると、保証人を

確保できないために、入居できないといった事態が生じないようにしていくことが必要で

あり、保証人の確保を公営住宅への入居に際しての前提とすることから転換すべきである

と考える。 

③保証人が、家賃債務の保証のみならず、実質的に緊急時の連絡先としての役割を果た

していることに鑑み、入居時において緊急時に連絡が取れるよう、勤務先、親戚や友人の

住所等、緊急時の連絡先を提出させることが望ましいと考える。 

④では、仮に保証人の確保を求める場合には、改正民法の施行に伴い、新たに極度額の

設定が必要となるが、例えば、入居当初の家賃の何月分相当分といったように、その額を

明確に定める必要がある。 

以上が、保証人制度に対する国土交通省通知の要旨であります。 

令和２年４月１日に施行されました「民法の一部を改正する法律」では、賃貸借契約に

おいては、個人根保証契約に極度額の設定が必要となるなど、保証人の債権関係規定の見

直しが行われておりますが、本町の現状としましては、公営住宅への入居を許可する上に

おいて、連帯保証人の連署する請書の提出を入居条件としているところであります。 

民法でいう個人根保証契約とは、保証人が、法人でない根保証契約のことをいい、将来

的な不特定債務の履行を目的としています。公営住宅では、未納の家賃などの履行に当た

るものと解釈できますが、今までどおり、保証人を付けずとなりますと、極度額を定める

必要があり、例えば、入居当初の家賃の１２か月相当分といったように、その額を明確に

定める必要があります。 

国土交通省から示されております保証人制度に対する国の考えにございます最後の④で

は、仮に保証人の確保を求めた場合の例ではありますが、債務の上限額を設定したとしま

しても、保証人を求めることに変わりはありませんので、①から③で示されております趣

旨のとおり、保証人そのものを入居の前提から外し、緊急的な連絡先を求めることが、住

宅確保に困窮する身寄りのない高齢者等に配慮した措置と考えるところであります。 

このような趣旨から、本町における入居手続におきましては、これまで必要とされてき

た連帯保証人に替え、新たに緊急時の連絡対応を目的とする緊急連絡人に切替えようとす

るものであります。 

なお、経過措置としまして、改正前の連帯保証人は、実質的に緊急時の連絡先としての

役割を果たしていることを考慮しまして、改正後に規定する緊急連絡員とみなすものであ

ります。 

保証人関係での改正は以上となりますが、このほか、公営住宅管理標準条例案の改正に

伴う形で、条文の見直し等所要の改正を行っております。 

以上、幌延町営住宅条例の一部改正についての説明とさせていただきます。 

高橋秀之委員長 

はい、ありがとうございました。 

ただいまの説明について何か質問ありませんか。 
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深澤委員 

ちょっと公営住宅に関して、無知なところがあるんで、１、２ちょっと質問したいんで

すけど、これ単身者と低所得者の入居の条件って書いてあるんだけど、未成年っちゅうか、

今、成人も１８まで下がりましたよね。その辺の取扱いはどうなの。入居できるのかでき

ないのか。 

多田公園住宅係長 

ただいまの深澤委員の質問にお答えします。 

年齢制限は特に設けておりません。１８歳未満であっても、所要の要件、公営住宅に適

当と認めるそういった人間であれば、あくまでも選考委員会を通しての判断になりますけ

れども、その席で入居の判断をさせていただくことになっております。 

植村委員 

連帯保証人制度を無くして、緊急連絡が取れる連絡先を提出されて、入居させるという

ことなんですけども、一応、１番、担当者として町として心配するのは、滞納問題だと思

うんですよね。現在でも、滞納者が少なからずあるという状況において、やっぱりこれを、

施行して実行していくとなると、更に、家賃の徴収の難しさを増すんでないのかなという

懸念があるんだけども、担当者として、どのように捉えているのか、この制度改善をどう

捉えているのか。まず、そこから聞きたいと思います。 

角山産業建設課長 

ただいまの御質問でございますけれども、町営住宅の住宅料に関しましては、今、現年

分は、１００％を昨年度来、確保しているというところでございます。 

これは、徴収と声掛けのあったものなのかなとは思うんですけども、片や今回国からの

通知というものが、やはり公営住宅の要件、低所得者や高齢者や障がい者に配慮しましょ

うという、これは前提条件としてのものでございますので、そういった懸念については、

保証人を連絡人に換えたことで、高まるという可能性はありますけれども、あくまでもこ

れ緊急連絡を取れる方というのは、今も保証人さんにその役割を果たしていただいたり、

まずは本人からしっかり頂くという前提でやってますので、担当としての事務の取扱いと

しては基本的にスタンスとしては変わらないと。その代わりしっかり連絡取れる人を提示

していただくような形で進めていきたいというふうに思っています。 

植村委員 

その代わり、平たく言えば、入居する時に保証料を取るというようなことだと思うんで

すよね。家賃の何か月相当だとかということで、保証料をもらうということの必要がある

ということなんですけども、こういう方式でやっていくということなんでしょうか。 

角山産業建設課長 

ただいまの部分ですけども、これは保証人を付ける場合に、その負担する額を決めまし

ょうという、そういう改正になるんですよ。なので、保証人を採用した場合、家賃の１２

か月分まで、保証人が保証しますというような定めにするということなので、先にお金を

納めるとかではなくて、仮に家賃が滞った場合の保証人が負担する限度を決めるというよ

うな決まりでございます。 
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植村委員 

最初から家賃滞納ということにはならないと思うんですけども、何年か住んでいて、予

定された仕事が無くなったとか何とかということで、ある月から突如、滞納が発生すると

いうのが通例だと思うんですよね。病気したとか、そういうことで、そういう部分の保証

人の果たす役目ってのは、今言ったような、１２か月以内という家賃を補償しなければな

らないというようなそういう方法なんですか、今の話だと。 

角山産業建設課長 

こちらについては、保証人の方が保証する限度の額を決めるということなので、１２か

月分というのは、例えばの例でお示ししたところです。 

保証人の方も、上限がなければ、全て保障しなくてはいけないというリスクが発生する

ってことを鑑みて、民法の方で限度を決めましょうというような改正になったというとこ

ろなので、あとは、今回、幌延町としては、公営住宅の家賃に関して保証人は、緊急連絡

人に替えるということなので、そこの部分は運用する考えはないんですけれども、保証人

の内容の改正ってのはそういう内容。保証人の方の負担の上限を決めましょうというルー

ルになったので、それに合わせてやらなくちゃいけないんですけども、幌延町は、保証人

ではなく、緊急連絡人に替えて運用したいということでございます。 

植村委員 

しつこいようだけど、万が一緊急連絡人に請求できる権利があるの町として。 

角山産業建設課長 

あくまでも、入居者本人に対して家賃は請求していきます。 

ただ、入居者と連絡が取れない場合、現状ですとそれ以上追跡ができない。現状といい

ましても、保証人さんがその代わりをしているので、運用上はそれほど変わりはないとい

うふうに思ってますけど、保証人という形を採らないまでも、緊急に連絡を取れる方をそ

こに定めた上で、請書、入居契約をするというような考えでございます。 

植村委員 

いや、分かりました。 

何でこんなしつこくするかっていうと、なかなか巧みなんだと思うんです。 

電気料を未払いだとすぐ電気止まりますし、水道料未払いでも水道なかなか止まらない

ということで、当然、公営住宅っていうの、今、こうやって緩和されると、なお、払わな

い人が出てくるくるということで、不良債権が、町として増えていく可能性があるなとい

う気がしたんで、今、しつこく聞いたんですけども、そういう指導なり、条例という形の

中でやっていかなければならないということであれば、それに応じた管理者としての対応

っていうのが求められていくんじゃないのかなというふうに思いますんでよろしくお願い

します。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようですので、幌延町営住宅条例の一部改正についての件は以上とします。 

次に調査事項（６）農業委員会所管 幌延町地図情報更新の事業についての説明をお願
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いします。 

角山農業委員会事務局長 

それでは、（６）幌延町地図情報更新事業でございます。 

本件につきましては、位置、面積及び距離等を正確に計測できるオルソ画像、地形図及

び空中写真をデジタル化した地図情報システムについて、平成１２年度及び平成１３年度

の２か年で整備しておりまして、その後、平成２６年度から２８年度にかけて、１度、情

報更新を行い、現在運用しておりますが、バイパスや送電網の整備、土地利用の変化など、

その後の情勢の変化を反映させることを目的に、令和６年度から８年度までの３か年で、

空中撮影等を行い、地図情報を更新しようとするものでございます。 

詳細内容については、農業委員会事務局次長新野から御説明申し上げます。 

新野農業委員会事務局次長 

それでは、私の方から、幌延町地図情報更新事業について、別紙の資料に基づきまして

御説明の方をさせていただきたいと思います。 

まず１番ですけども、幌延町地図情報システムのこれまでの整備更新状況につきまして、

ただいま、角山事務局長の方からもありましたけども、平成１２年度及び平成１３年度に

わたり初期整備を行っております。 

更に、平成２６年度に郊外レベル５，０００撮影、それから、オルソ画像、平成２７年

度に地形図修正、平成２８年度に市街地レベル５００、１，０００の撮影、オルソ画像を

修正図化を行ってまいりました。 

次に、２番になりますけれども、幌延町地図情報システムのこれまでの利活用の状況で

すけども、幌延町地図情報システムの利活用については、道路地図、道路台帳図や下水道

台帳システム、水道台帳システム、農業振興地域管理システムの基礎地図情報となってお

り、農業委員会のほか、産業建設課、住民生活課で計４台のパソコンで本システムの方を

使用しているところでございます。 

各課での主な用途につきましては、資料の方にも書いてございますけども、総務企画課

では、町有地の賃貸、使用許可に係る土地の評価等の確認に使用しております。住民生活

課では、固定資産税の評価の確認などに使っております。産業建設課では、道路台帳、下

水道台帳、水道台帳、農振地域の管理、それから、中山間直払い事業、多面的機能支払事

業や各種事業の図面作成などに活用してございます。農業委員会では、ＧＩＳの成果交付

ですとか、農地あっせん業務、各種土地の照会、農地転用許可、現況証明等の参考、各種

図面作成において、このシステムを活用しているところでございます。 

以上のような、地図情報システムは、各課の業務において必要な基本的な地図情報とな

っているところでございます。 

今回の幌延町地図情報システムの更新については、前回更新からおよそ１０年が経過し

ており、農用地の利用、農業用施設の解体や新設、市街地家屋や施設の解体新設、一般国

道４０号幌豊バイパスの整備や送電網整備など、本町における情勢の変化により、オルソ

画像や地形図に係る全体的な地図情報の更新が必要な時期となっていることから、令和６

年度から３か年をかけて、幌延町地図情報システムを更新しようとするものでございます。 

最後に４番ですけども、事業の概要、それから概算費用について、御説明します。 
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第１年度、令和６年度ですけども、郊外におけるレベル５，０００対応の空中写真撮影

とこれをもとに、レベル５，０００のデジタルオルソ画像の作成、５７４．２７平方キロ

メートルを予定し、整備費用につきましては、１，９２６万１千円を見込んでおります。 

第２年度となります令和７年度につきましては、第１年度のデータを基にレベル５，０

００の地形図のデータ修正を行い、整備費用につきましては、２，２９１万円を見込んで

おります。 

最後に第３年度となります令和８年度には、幌延問寒別市街地におけるレベル５，００

０対応の空中写真撮影とデジタルオルソ画像の作成、レベル１，０００、５，０００の地

形図データの修正、地図情報閲覧システム一式、パソコン等、これらの更新を行い、整備

費用は、２，３３０万円を見込んでおります。 

本事業３か年の整備費用の合計は、現在のところ、６，５４７万１千円を見込んでござ

います。 

以上、幌延町地図情報更新事業に係る説明については、以上となります。 

高橋秀之委員長 

はい、ありがとうございます。 

ただいまの説明について、何か質問はありませんか。 

齋賀委員 

この図面なんですけど、この見方を教えて欲しかったんですけど。 

この丸の付いた所で、撮影するっていうか。 

新野農業委員会事務局次長 

これらの丸におきまして、実際は飛行機を飛ばす形になるんですけども、これらの点に

おきまして、写真撮影をしていってですね、その撮れた写真を突き合わせる形で、オルソ

画像の方を作成していくというようなことで考えております。 

齋賀委員 

そうしたら、これ天塩町さんも豊富町のいくらか入ってるんですけど、そこも撮影して、

幌延町の分だけ頂くっていうことになるんですか。 

新野農業委員会事務局次長 

現状も、前回の更新時も同じようなルートで撮影をしてるかと思うんですけども、一部、

隣町の部分も写真としては残った形で、地図情報としては見れるっていう状況です。 

町界の所で区切って、地形図だとか、そういったところは町界までというような形の図

面ができあがってきています。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

（「なし」の声あり） 

ないようですので、幌延町地図情報更新事業についての件は、以上とします。 

ありがとうございます。 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

休憩を解いて会議を再開します。 
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調査事項（７）教育委員会所管 幌延町小中一貫教育校基本構想等についての説明をお

願いいたします。 

青木教育長 

小中一貫校ということで、これまでの進捗状況を説明したいなと思います。 

そのあと、次長の方から、もうちょっと詳しくプロポーザル関係説明していきたいなと

思います。 

この前の常任委員会が１月でしたので、そのあと、かなりいろんな動きがありましたの

で、そちらの方、若干ちょっと時間掛かるかもしれませんけども、詳しく説明していきた

いなと思っております。 

まず、１月２９日でした。この時に小学校会場にして子供たちと懇談をさせていただき

ました。非常に楽しかったです。本当に純粋な子供たちの考えですね。理想とする学校は

どんな学校がいいですかっていう言葉を、児童会、生徒会の子供たちと一緒に話して、や

っぱり１番多かったのが仲の良い学校、あと、行きたいと思える学校とか、勉強が一杯で

きる学校とか、学年関係なくみんなが笑顔になれる学校、こういう意見が多かったです。

小学校、中学生ですね。どんな施設が欲しいですかって聞いたんですけども、中学生は１

番最初に出てきたのは、仮眠室が欲しいっていうんですね。疲れているなと思いながらで

すね。あとエアコンが欲しいとか体育館にもエアコン付けてくださいとか、あと、ビュッ

フェ式の食堂にしてほしいとか、あと、１階は小学生で２階は中学生、あと、トナカイ飼

いたいな。木をふんだんに使ってる木の匂いのする学校がいいなとか、あと、防音室、こ

れは吹奏楽の子だと思います。あと、トレーニングルーム、部活やってる子ですけども上

がってました。 

みんな笑顔で要望を上げていただいて、児童会、生徒会、この会議の前にアンケートを

取っていただいて、これ小学生が、児童会がやったアンケートなんですけど、きちんと表

にまとめて教育委員会に提出してもらっています。 

こっち中学生なんですけども、これ今、学校で使ってる端末で、全校生徒が自由に付箋

みたくですねぺたぺた張っていける。休み時間とか好きにやって、そしてこういうまとめ

て、みんなで意見が見れるっていうもので集めていただきました。 

非常に、最近の子供たちすごいなと思いながら見さしていただきました。 

そのあとですけども、２月８日小中一貫教育検討部会、コミュニティースクールのメン

バーですけども、特別教室について協議をしました。部屋の数とか放課後こども教室の設

置についてとか、あと音楽室は１階にすること、これ中学生から出てたんです吹奏楽で楽

器を運ぶの大変なので１階にしてほしいと。あと、車椅子を使う人のためにエレベーター

を設置したらどうかとか、住宅に近い方をじゃない所に建築した方がいいんじゃないか。

これは日照権の関係です。教室の広さ、今ちょっとコンパクトになって、子供の数も少な

くなってますので、広さなどを話題になっておりました。そのあとですけども、今パブリ

ックコメントを取っております。３月３日までということで、基本構想の原案、素案です

けども、これに関して、いろんな意見を頂いているところです。 

２月１３日から１５日、町政懇談会がありました。様々な質問や意見を頂きまして、小

中一貫教育に関しては、新校舎の立地場所だけ質問を頂きました。中学校がいいのか小学
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校がいいのかっていうですね。結局、今考えてるのは小学生の方ですということで答えて

あります。あと、ほかにもいろんな意見が出ていまして、議会への継続的な説明と必要性

について言われました。きちんと常任委員会ですね、毎回、進捗状況を説明してますって

いうことで答えております。 

あと、問寒別小中学校の存続とか、地域行事への先生方もっと参加してくれっていう意

見も出ておりました。これは全く関係ないことです。 

また、２月２２日、２５日ですけども、保護者の説明会を告知端末でも、お知らせして

ました。２会場で行いました。２２日は小学校、２５日は国際交流施設と全部で３０名程

度集まっていただきました。先生方も来ていただいたので純粋に全部保護者というわけじ

ゃありません。参加者からどんな意見があったかといいますと子供のことを考えると、仮

校舎を造るっていうのがありましたけれども、仮校舎に入れて引っ越しを２回行うよりは、

１度で済む方がいいんじゃないかっていう意見もありました。 

自立っていう言葉いいですね。そういう子供に育ててほしいですっていう話も出ていま

した。あと、新しい施設を造ってる間、体育館やグラウンドは使えるのかということも出

てました。周辺の家の日照権考えてねっていう話も出てました。 

義務教育学校として一人の校長先生が９年間教えるっていうのもあるんじゃないのって、

そっちの方もメリットが多いんじゃないのっていう話が出ていました。 

あと、中１ギャップにならないよう一貫した教育をしてほしいという意見もありました。 

あと、子供や先生方の意見を大事にしてほしいと、あとは、制服どうするんですかとか、

給食センターを一緒に造ってほしいですとか、放課後児童クラブも併設してほしいと。町

に２つ図書館あるんだったら、どちらか特徴持たせて造ってほしいっていう率直な意見を

頂きましたので、今後、部会の方で取上げて、教育委員会で協議しながら、上程して協議

しながら決定していきたいなと思っております。 

今後ですけども、今週木曜日２９日には、先生方に説明会を開きたいなと思っています。

中学校と小学校と一緒に、今度は先生方の意見をもらいたいなと。 

３月４日小中一貫校の検討部会、８日には金曜日、教育委員会を開催する予定となって

おります。それでで、施設一体型小中一貫校ということで今進めております。これまでの

幌延小学校、中学校での伝統歴史を絶やさないようにということで、併設型っていうやつ

ですね進めておりましたけれども、いろんな方の意見を聞いていく中で、やっぱり義務教

育学校、そちらの方の考えも取り入れた方がいいんじゃないかということで意見を頂いて

おります。 

基本構想策定して校長会とか、教頭会、あと教育委員会議とか、あと保護者説明会、先

ほどありましたけども保護者説明会、あと義務教育学校の経験のある校長先生から、いろ

んな意見を頂きまして、現在の文科とか、道教委の義務教育学校での小中一貫教育を推進

していることが、まず挙げられるかなと。 

新しい最近の小中一貫校、こちらの方が、ほとんど義務教育学校で造っていると。中頓

別もそうですし、利尻富士もそうですし、稚内も今、義務教育学校ですね。皆さん行かれ

た早来学園もそうかなと思います。視察先もほとんどそうだったと。 

あと校長先生とか教頭先生、保護者会からはこんな率直な意見出ていました。９年間の
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学校経営を考えていくには、一人の校長の方がいいんじゃないか。小学校と中学校の校長

がそれぞれ学校経営をしているとずれが出てくるんじゃないか。今、小学校は『賢く、た

くましく、優しく』が教育目標、中学校の教育目標は『日本一温かい学校』ちょっとずれ

ますよね、きっとね。そんな感じでずれるんじゃないか。 

問寒別で今９年間一人でやっている。中村校長ですこれですね。９年間やってるけども、

繋がりがすごく良くてやりやすいよっていう話は出てました。 

実際に、併置校の校長にですね、併設校か、聞いた校長先生には、やはり二人校長いる

と、やりづらいっていうところが出ています。教頭先生から率直な意見も聞きました。ど

ちらに決定権があるのか相談するとき困るっていう方もいます。民間でいうと代表取締役

が二人いるような感じでやりづらいと、併設型に、ちょっと、否定的な意見も出てきたか

な。 

施設一体型小中一貫校ということで考えて、その中に併設型と義務教育学校、もう一つ

は分離型っていうのもあるんですけども、校舎が離れてですね、その中で考えていくと、

義務教育学校併設型、この二つっていうのも少し視野に入れていく必要があるのかなと考

えてます。 

１９日の教育委員会議でもその話をさせていただきました。 

教育委員さんからは、意見としては、学校の先生がやりやすい制度を採用すること。そ

れで子供が安心して通える学校であればいいんじゃないかなということで、教育委員さん

４人から意見を頂いております。 

議会でも、以前、西澤議員から義務教育学校がどうなんだということもありましたので、

これらのことから目的は変わらないんですよね。持続可能な社会の作り手を育てる学校と

いうことで、これまでどおり施設一体型小中一貫校を目指していくんですけども、その手

段として、これまでの併設校とともに、義務教育学校制度の導入も視野に入れてこれから

協議していきたいなと考えております。 

伊藤教育次長 

それでは、私の方からプロポーザルの関係について、御説明させていただければと思い

ます。お手元に「幌延町小中一貫校建設基本設計委託業務」公募型プロポーザルの実施概

要についてということで、お配りさせていただいております。 

プロポーザルのまず目的ですけれども、こちらの方小中一貫校の建設のための基本設計

業務を委託するに当たり、広く技術提案を募集し、最も適切なものを受託者として、選定

するためのものでございます。 

委託する業務内容につきましては、今回のプロポーザルで基本設計、それから、現況の

敷地測量と地質測量というのが必要になってきますので、この辺をプロポーザルで、公募

型で実施していきたいっていうふうに考えているところです。 

履行期間につきましては、令和６年度中に完了することとし、できるだけ速やかに実施

設計に向かえればということで考えているところです。 

設計者の選定の概要ですが、国が求める学校施設のＺＥＢ化ですとかバリアフリー化、

他施設との複合化、共用化、集約化、それから避難所としての防災機能、木材利用の促進

とともに、コンパクトで低コストの学校施設を造ることを考慮し、公募型のプロポーザル
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方式とさせていただきたいと考えております。 

選考に当たりましては、別に選考委員会を組織し、審査を２段階形式で行うような方式

とさせていただければと考えております。 

１次審査につきましては書類審査ということで、評価基準に基づき評価し、５社程度に

絞り込みたいと考えております。２次審査では、１次審査を通過した５社程度から、技術

提案書のプレゼンと選考委員によるヒアリングを行い、評価基準に基づき、最も優れたも

のを１社選定したいというふうな流れで考えております。 

選考委員会の委員につきましては、今のところ、役場の各課長、それとあと外部の有識

者、専門知識を持った方１名程度を想定しているところです。 

公募型プロポーザルへの参加要件としましては、幌延町競争入札指名者名簿に登録され

て、指名届を本町に出されている業者さんを基本とし、そのほか種々要件をうたっていき

たいと考えております。 

１ページの下段から２ページ、３ページにわたって記載されているような要件で、業者を

選定していければと考えております。 

３ページ、最後のページですけれども、こちらの方にプロポーザルに関する予定表を載せ

ております。これまでお示ししてきたロードマップでは、５年度から基本設計に入りたいと

いうことで予定しておりましたが、設計に係る技術単価が大幅に上がる予定となっていたこ

とに加えて、設計の基本となる概算の建築面積が非常に大きいということから、今回のこの

構想の成案である程度の面積、教室の数ですとか、体育館の広さですとかっていうものを精

査し、それをもって成案を確定させたいということ。それから、予算的なことで言いますと

極力コンパクト化、及び、効率化したもので予算化をさせていただければということで、現

状まだちょっと予算の方が組めていないというような状況になっております。 

当初の予定より遅れてしまいますが、新年度明け、できるだけ早い時期で補正予算を上げ

させていただきますよう御理解をお願いしたいと考えております。 

スケジュールでは、５月下旬のスタートを想定したもので、６年度中に基本設計を完了す

る予定となっており、できるだけ速やかに実施設計の方に進んでいければと考えております。 

なお、プロポのスタートは予定より遅くなりますが、検討部会を中心に開校に向けての協

議検討は粛々と進めてまいりたいと思っております。 

併せて、各種、地域住民、それから関係機関、関係者等への説明会なども積極的に行って

まいりたいと考えております。 

以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

すいません。もう一つありました。 

それで、次のページに基本構想の関係のスケジュール載せてございます。 

当初ですね、前回の会議の中で２９日までにっていうようなことで、基本構想の契約とい

うことでなってましたので、それまでに、ということで考えていたんですけれども、パブコ

メのスタートがちょっと、遅くなったのとあと、ちょっと丁寧な説明をさせていただければ

ということで、パブコメの期間を２０日間取ったことで３月３日までという形の中で今、パ

ブコメの方を進めさせていただいております。 

あと、先ほど教育長からありましたけども、保護者説明会ですとか教職員説明会等を経て
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ということで４日の部会、それから、８日に予定されている教育委員会議をもって、基本構

想の確定させていただければということで、予定をちょっと変更させていただければと考え

ております。 

基本構想の委託業務の期間、２月２９日だったんですけども、そのずれたこともありまし

て、契約期間をですね３月２２日までちょっと延長させていただいてですね、事務事業の方

を進めさせていただいているところです。 

そこまでに納品させていただいて、今年度中に関係機関へ製本をお配り、お示しできるよ

うな流れで、今のところちょっと変更をさせていただければと考えております。 

よろしくお願いいたします。以上です。 

高橋秀之委員長 

   住宅の方の説明もいいですか。 

伊藤教育次長 

引き続き、教職員住宅の整備についてということで、こちらの方もお手元に資料をお配

りさせていただいているところですが、こちらにつきましては、幌延地区の住宅の整備と

いう形になります。資料上段の表につきましては、令和８年度までの推計を記載しており

ます。 

５年度につきましては、幌小、幌中併せて３２名の教職員が在籍し、３２名のうち７名

が民間アパート１名が近隣町からの通勤という形になっているところです。今ちょっと加

配の先生方が定数よりも多くなっているっていうのが一つ要因になっています。 

住宅の内訳としましては、平屋住宅が８棟１１戸と２階建ての住宅２棟１２戸、合わせ

て２３戸を現在所有して管理、維持管理しているという形になってます。 

ほとんどの住宅が築３０年を超えて、一部４０年を超える住宅もありますけれども、計

画的な修繕を行いながら維持管理している状況です。 

この度は幌小、幌中の校舎統合を踏まえつつ、一般教職員用の８戸について整備させて

いただきたいと考えているものです。 

建設予定地についてですが、検討段階で町有地を含めて３か所ほど候補地を挙げて検討

してまいりましたけれども、建設面積等に十分対応が可能であるということで、字幌延の

民有地に決めさせていただきました。こちらの方、後ろの方に予定地ということで、平面

図等を載せさせていただいているところですが、こちらにつきましては、現在教職員住宅

２階建ての３６号と３７号棟の隣接地となっており、幌延小学校に近い場所となります。 

建設予定の住宅は、３ＬＤＫの１棟４戸を２棟、駐車スペースには、車庫を完備する予

定となっております。 

令和６年度予算につきましては、教職員住宅整備事業として、実施設計業務委託を１，

６００万円程度ですね。それから、民有地ですので、土地を分筆しなくてはいけないとい

うことで、必要な土地を分筆するための測量調査業務で１６７万円程度、それから土地を

購入するための費用として２５０万円程度計上させていただいております。 

今後の予定としましては、６年度中に実施設計を完了し、令和７年度建築工事を着工、

竣工させて、令和８年４月から供用開始としたいと考えているところです。 

なお管理職住宅につきましては、学校建設地が決まりまして、そこの敷地に面したとこ
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ろに、管理職用の住宅は、建設できればと考えております。 

それまでちょっと、若干、古いところに管理職の方入っていただくことになりますけれ

ども、そのようなことで考えているところです。 

その後、問寒別の方の住宅の方については、検討していきたいと考えているところです。

今回は幌延地区の住宅の整備ということで上げさせていただいております。よろしくお願

いいたします。 

高橋秀之委員長 

はい、ありがとうございました。 

ちょっと質問をもらう前に、一つ二つ、前回、常任委員会で議員さんから出た意見なん

ですけど、基本構想の中でどのように扱われてるかを一つ聞きたいのと、前回の常任委員

会の中で、次の常任委員会までに、基本構想の案の抜けたものを頂けるって話だったんで

すけど、今の説明でいけば、パブリックコメントがちょっと延びたんで、もらえないみた

いなんですけど、確定するのが３月の７、８かどっちかで、関係機関への配布というのは、

３月２７か８になってんですけど、議会にも３月の２７か８でないと配付されないんです

か。その辺を先にちょっと聞きたいんですけど。 

伊藤教育次長 

できれば、議員さんには、その前に見ていただければと考えているんですけれども。 

関係機関は、そこの辺で配布は考えてますが、できれば、議員の皆さんには、その前に

見ていただいて、いろいろと御意見を頂ければと考えているところです。 

高橋秀之委員長 

それと、前に議員さん方の基本構想に対する意見を頂いたと思うんですけど、それをど

のように基本構想の中に取り込まれているのか。 

要するに、駄目なんでカットしたとかあると思うんですけど、その辺の扱いは、どのよ

うになっているかちょっとお聞きしたいと思います。 

伊藤教育次長 

はい、御意見につきましては、まず検討しますというところの文言等につきましては、

整理させていただきまして、取組みますとか進めていきますというようなことで、直させ

ていただきました。それから、表が違うよっていう御指摘につきましては、表の方を改め

させていただいて、現状のものを差し替えさせていただいております。 

それから、建設形態の比較表の所の２０億っていう表記が違うんじゃないっていう御意

見につきましては、１０億っていうことで直させていただいております。指摘してしてい

ただいたところにつきましては、訂正、それから修正させていただいているところで、あ

と建設予定地につきましては、小学校の方でということで構想の中では進めさせていただ

ければと考えているところです。 

高橋秀之委員長 

ただいまの説明に対して、何か質問はありませんか。 

植村委員 

先ほど、教育長の方から、今回の小中一貫の構想の中に、義務教育化というのも視野に

入れていくというような話があったんですけど、これをやるとなると、基本構想自体も変
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わってくる可能性があるんじゃないかなと思うんですけど、その辺の影響はどうなんでし

ょうか。 

青木教育長 

ありがとうございます。 

義務教育学校、今までのが、文部科学省で言う併設型っていうやつですね。小学校と中

学校、義務教育学校も同じパターンでですね。ただ校長先生がお一人で、そして、今まで

小学校、中学校それぞれあった組織とか、今度は義務教育学校になったときは、小学校、

中学校全体で組織を行うと。例えば、生徒会は、児童生徒会とかになるかもしれないです

し。そのような形で、組織自体がちょっと変わる。 

ただ、内容というか、先ほど言った目的は変わりませんので、施設一体型の中に、義務

教育学校と併設型がありますので、そんなに中身は変わらないかなと思いますので、基本

構想自体、あんまり変わらないかなと思いますね。 

植村委員 

当初から私たちも早来の方を見させていただいて、あそこは本当に先進的な取組ですば

らしい学園を作り上げてるなってことで感心して見てきたんですけども、そういった影響

もあって、どうせやるんなら、義務教育型でやりたいなと思ったんですけども、教育長の

さっきの話で、なかなか資格を持った先生を揃えるの大変だというような話で諦めかけた

というのが正直なところだと思います。ただ、中頓別がこれからやる学校が義務教育化に

していくんだということで、もう走ってるということを聞くと、残念だなというふうに思

ったんですけども、そこらへん、改めて、そっちの方に取組んでいくという話を聞けたん

で、ぜひ実現していってもらいたいなというふうに思っております。 

青木教育長 

どうもありがとうございます。 

早来学園もそうですし、宗谷管内も義務教育学校増えております。 

ただネックとなるのが免許の関係なんですけども、文部科学省の方でも、道教委の方で

も小中一貫で義務教育学校を今進めていると。その中で、やっぱり免許がっていうことで

あれば、今、文部科学省も道教委も、その免許のところに米印で当分の間っていう文言が

入ってですね、ですから、これがどんどん今進んでいってますので、当分の間という言葉

が今取れて、その規定が外れる可能性もあるのかなということで考えておりますので、進

めながら、文科あるいは道教委の動きを注視しながら進めていきたいなと思っております。

以上です。 

齋賀委員 

プロポーザルについて、ちょっと、私、全然素人で質問の仕方申し訳ないんですけど、

今回はね、学校の基本設計業務委託の公募型プロポーザルやるんですよね。実施設計の方

はどうなるんですか。 

基本設計の業務委託１社を選定して、その業者が基本設計もやります、そして実施設計

もやるということになるんですか。 

伊藤教育次長 

こちらにつきましては、今、委員がおっしゃられたとおり、今回、選定された業者が、
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何もなければというか、まずいこととかがなければ、すばらしいということで、今回、基

本設計で認定されれば、その後については、実施設計それから工事の監理については、随

意契約というような流れで進んでいく形になります。 

だから、この基本構想のこの公募型のプロポーザルの重要性というかですね、ここで、

しっかりとした業者さんを選ぶっていうのが大事になってくるかなっていうことで、考え

ております。 

齋賀委員 

素人であれなんですけど、じゃあ、ここにもう基本設計、それから実施設計、業務委託

公募型にすればいいんじゃないですか。業者は基本設計だから、いやそんなことできるん

じゃないかなという基本的なことで、数字、図面書いてくる。いや、だけど実際、やって

くださいよ。実際やるんだったら、もっと真剣に考えてね、調べていけば、やっぱり、こ

れちょっと、こんだけの材料揃わないし、この資材も値上がりしているんだから、もっと

跳ね上がりますよっていうようになってくるんではないかと思うのが１点ですね。 

それと２点目は、１次審査評価点ってありますけども、先程、なにか各課の課長でとか

って言っていたけど、これよく分かんないですけど、何点満点の評価点を付けるのかな 

と。これは最低でね、平均点、もし、点数悪い人たちの業者の集まりの中で、４０点５０

点の人たちが、業者に選定されるかもしれない。その人たちが２次審査いって、そこで、

また、どういう審査をするかという、今度、評価点なんてないから、プレゼンテーション、

ヒアリング、話して、業者決まるんですよね。その２次審査でも、成績の悪い業者５社の

中から、また、更に、点数も付かない、話合いの中、実績がある、それだけで、そうしま

しょうかっていうことに、なっていくのかどうか、ちょっと流れを教えてください。 

伊藤教育次長 

評価要領というものも、今後、作ってですね、その要領に基づいて、評価をしていくっ

ていう形になります。一応、今予定しているのは、１次では１００点満点で、１次は書類

選考なりますので、業務実績があるかないかとか、地域への精通度がどうかとかっていう

その辺をしっかり審査する形になるので、点数が悪いとかっていうところは、ちょっと、

想定はしてないんですけれども、優秀なところを選択していければなと。 

何社来るかっていうのは、全く見込めないんですけども、そのようなことで、基準をし

っかり持って、変な業者というか実績のない業者等については、入れないような形でしっ

かりと選んでいければなっていうふうには考えているところです。 

それから、今回、基本設計と測量関係ですね、地質の測量と用地測量っていうことの３

本で上げるんですけれども、学校施設の場合、面積がかなり大きいもんですから、面積に

よって事業費予算っていうのが、相当な金額になるということで、これ、例えば、実施設

計を見込んだ形で、予算を上げるようなことになると、ちょっと、ものすごい金額になる

ということで、まずは、基本設計の方出して、そこで、かなり、もんで、実施設計の方に

っていうことで考えているところです。まずは、基本設計で、しっかり、うちのコンセプ

トを反映させてもらったものを作ってもらって、実施設計に繋げていきたいということで、

まずは、基本設計の方でしっかりやっていくようなシステムで今回進めていければなと考

えているところです。お願いします。 
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齋賀委員 

はい、分かりました。 

基本設計から実施設計に移る時に、いやそれじゃちょっと、うちはコンセプト合わない

し、駄目だよねって言って、途中で辞退することも可能な公募型になるということでよろ

しいのかが２点と。今、次長言われたように、学校は機械でも電気でもいろんな物が組み

合わさって、学校できるんですけども、共同建設会社でもいいんですよね。 

機械こっち、電気設備は、この業者、この業者、三つの業者で共同体でやりますよと。共

同体でも募集できるんですよね。 

だから、そのうちの仮に３社でやりますっていった時に、３社のうち、上に立つ１社が、

幌延町の実績があればできるのか。それと、他の２社は、全然、幌延町で仕事もしたこと

はないし、そういう実績はないんだけども、１社だけありますよっていう共同体はいいん

ですか。 

伊藤教育次長 

工事ではないので、設計については、共同体というよりは、例えば、自社でできないこ

とがあれば、その下で設計を頼むっていうような採択みたいな感じになる、採択かどうか

分かんないですけど、ということになるので、設計自体をＪＶっていうのは、ちょっと、

想定してないです。よろしくお願いします。 

齋賀委員 

さっきの基本設計実施設計委託業務というようにしなくていいんですかっていう問いは、

どうなんですか。 

高橋秀之委員長 

基本設計、実施設計、そして、施工ですよね。 

伊藤教育次長 

まずは、基本設計でっていうことで、先程、委員もおっしゃいましたけど、もし、そこ

で、例えば、やっぱりうちに合わないよっていうことになれば、替えるようなことにもな

るかと思いますし、先程も言いましたように、予算の方が、かなり膨大になりますので、

まず、基本設計で絞り込んでもらって、一遍に実施設計の方までっていうところにはしな

いで、基本設計で絞り込んでいって、うちの希望に合ったものを実施設計の方に反映する

ということになるので、今、何もない状態で実施設計まで組んでしまうと、予算の組みよ

うがないというかですね、まず、その建設費が決まって、それで実施設計の金額が決まっ

てくるので、まずは基本設計でどれぐらいのものをっていうのを出してからじゃないと、

実施設計の方の金額がはじけないっていうようなことになりますので、今回は基本設計を

出して、そのあと、随契で実施設計っていう形を採らさせていただければなと思っており

ます。以上です。 

植村委員 

今の説明だと、基本設計を今回プロポーザルでやる。それは分かりました。 

ということで、基本設計ができあがりました。それを基に、新たに実施設計を掛けるん

じゃないですか。その業者に、全部、丸投げ。また、お願いするということになっちゃう

んですか。 
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普通、これだけの大きな事業っていうのは、やっぱり、基本設計を基に、実施設計を組

んでくださいっていうことで競争入札させるのが。そうでないと単価の交渉も何もできな

いんじゃないのかなと思うけど。決まっちゃってるような気もすんだけど、そういう考え

方じゃ駄目なんでしょうかね。 

伊藤教育次長 

うちの場合、プロポーザルを選んだということについては、技術提案書の評価が高いも

のを設計者として選ぶっていうのがまず１点と、それから、公募者の技術提案に基づいて

施設の形を決めていくことにより、最良の事業の成果が得られるっていうところでござい

ます。 

そのほかにも、価格競争方式とか、いろいろあるんですけれども、そうなってくると今

度、うちの希望に沿ったようなものが、得られない可能性があるということで、今回プロ

ポーザルで、私たち幌延町にとって最良の成果が得られるような方式を採択した結果、プ

ロポーザルっていうことで選ばさせていただいています。 

競争性というか、その実施設計の関係で競争がないからっていうようなところは確かに

あるんですけれども、その辺につきましても、設計の段階で、こちらの方でいろいろとコ

スト等についても協議しながら、進めていければいいのかなっていうふうに考えていると

ころです。よろしくお願いいたします。 

高橋秀之委員長 

いいですか。 

（「はい」の声あり） 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

休憩を解いて会議を再開します。 

質疑は以上とします。 

なお、当委員会の基本構想についての協議は、今回で終了となりますが、次年度には基

本設計業務が始まりますので、教育委員会には中間報告をお願いすることとし、基本設計

について、皆さんと協議していきたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

幌延町小中一貫教育基本構想等についての件は以上とします。 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

休憩を解いて会議を再開します。 

調査事項（８）国保診療所所管 医療技術者職員住宅整備等についての説明をお願いい

たします。 

古草国保診療所事務長 

それでは、まず、医療技術職員住宅整備事業から御説明いたします。 

この度の住宅整備事業につきましては、看護師等の医療技術職員の退職に伴い、新たに

医療技術職員を確保する必要がありますが、町職員住宅や民間住宅の空きが年々厳しくな

ってきており、人材確保のために必要な住宅を用意することが困難となっていることや常

勤の看護師が確保できず、やむを得ず、派遣看護師を採用した場合においては、派遣期間
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が短期間の更新となり、民間賃貸住宅を活用することが難しいことなどから、新たに医療

技術職員住宅を建設するものであります。 

資料２枚目を御覧ください。 

建設場所につきましては、１条北１丁目２８番地５ほかの町有地で、診療所に近いこざ

くら団地の隣となります。 

木造２階建て１棟４戸で、全室１ＬＤＫ。延べ床面積は１９７．０８平米となります。 

部屋の間取りにつきましては、資料３枚目を御参照ください。 

次に、建設費用でございますが、資料１枚目にお戻りください。 

この度の建設工事につきましては、建築主体工事が９．８６０万６千円、電気設備工事

が８４７万円、機械設備工事が１，５０８万１千円、工事費合計１億２，２１５万７千円

に、工事施工監理業務委託料３２７万８千円を加え、全体で１億２，５４３万５千円とな

ります。 

なお、予算額といたしましては、これに起債事務費が加わることから、１億２，８８８

万５千円とし、財源として過疎債１億２，８８０万円を充当する見込みであります。 

次に、事業スケジュールですが、本年４月下旬に起工決定し、入札の上、５月中旬に仮

契約、その後、開会される議会にお諮りして本契約の上、６月上旬頃から着工し、１２月

下旬に完成、引渡しとなる予定でございます。 

以上簡単ではございますが、医療技術職員住宅整備事業についての説明とさせていただ

きます。 

高橋秀之委員長 

ただいまの説明について何か質問はありませんか。 

齋賀委員 

雪の心配とかは、全くない所なんですか。 

古草国保診療所事務長 

はい、雪につきましては、現在、このこざくら団地の方々が雪を押している場所辺りが

駐車場となりますので、うまいことやるしかないというところではあるんですけども、図

面の右側の方、雪印側の方といいますか、こちらの方につきましては、完全に民有地にな

りますので、そちらにっていうことは、ちょっと厳しいのかなと考えております。 

個人の土地になりますので、ちょっと厳しいのかなと思っております。 

ですので、駐車場については、道路側の診療所の方に押すとかという形しかないのかな

と思いますけども。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

無量谷委員 

図面とかあるんだけど、上の方は踏切に向かっての方でしょ。 

ここ、多分、なんか、勝手にだか知らんけど野菜物作っているとか、そんな感じのとこ

見れるんだけど、そのとこさ建つということか。 

古草国保診療所事務長 

はい、そうですね。今、こざくら団地に入られてる方、ちょっと家庭菜園等を作られて
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いるようでございますが、入居者の方には、ここに建つということは、御説明して、畑に

ついては、撤去していただくということで了承を得ております。以上です。 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようですので、①の医療技術職員住宅整備事業についての件は以上とします。 

次に、②のスプリンクラー整備事業についての説明をお願いいたします。 

古草国保診療所事務長 

それでは、次にスプリンクラー整備事業について御説明いたします。 

この度、実施するスプリンクラー整備事業につきましては、平成２５年に福岡市で発生

した診療所火災により、多くの死傷者が発生したことを受け、消防法施行令の一部改正が

平成２８年４月１日に施行され、この改正により、４人以上の有床診療所については、令

和７年６月３０日までにスプリンクラー設備を設置しなければならなくなったことから、

令和５年度において設計委託し、令和６年度に施行するものであります。 

このスプリンクラー設備ですが、従来のように、貯水槽を設置してポンプにより加圧す

るタイプのものでは、加圧ポンプ用の非常用発電機等の設備も併せて設置しなければなら

ないことから、コストが膨大に掛かってしまうため、消防法施行令において認可されたパ

ッケージ型自動消火設備というボンベに充てんされた消火薬液を高圧のガスで押し出して

スプリンクラーノズルから噴霧するタイプの物とします。また、感知器を設置できない浴

室やトイレ、Ｘ線室などについては、同様の方式で、ボンベに充てんされた薬液をホース

から噴射するパッケージ型消火設備を３基設置するものとします。 

資料２枚目を御覧ください。 

平面図に大きな丸が書いてありますが、この円の中心に設置しているのが、パッケージ

型消火設備、円の半径がホースによる消火が可能な範囲となります。自動消火設備用のユ

ニット３機については、向かって左側のトイレ側廊下に設置することとします。 

１枚目にお戻りください。 

次に建設費用でございますが、この度の設置工事につきましては、スプリンクラー設置

工事８，６８０万１千円に工事施工監理業務委託料４００万４千円を加え、全体で９，０

８０万５千円となります。 

なお、予算額といたしましては、これに起債事務費が加わることから、９，３３０万５

千円とし、財源として補助金１，４６０万５千円過疎債７，８６０万円を充当する見込み

であります。 

次に事業スケジュールですが、本年４月下旬に起工決定し、入札の上、５月中旬に仮契

約、その後、開会される議会にお諮りして、本契約の上、６月上旬頃から着工し、１２月

下旬に完成引渡しとなる予定でございます。 

以上簡単ではございますが、スプリンクラー整備事業についての説明とさせていただき

ます。 

高橋秀之委員長 

はい、ただいまの説明について何か質問はありませんか。 
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深澤委員 

これ、工事期間中の診療には、支障がないのか。 

古草国保診療所事務長 

当初、貯水槽多く本格的なスプリンクラーになりますと、天井を剥がしたりなんだりと

いうことで、休診の日が増える予定でございますが、このパッケージ型になりますと、そ

んなに天井をいじる必要がございませんので、休診日、木曜日ですとか、金曜日の休診日、

それから土日等も使いながら、なるべく、外来の患者さんに影響のないようにしたいとは

思っておりますが、若干、天井にスプリンクラーノズル等を付けますので、足場等は設置

する予定ではございますので、なるべく休診しないようにやる予定ではございます。 

（「よろしくお願いします。」の声あり） 

高橋秀之委員長 

ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようですので、スプリンクラー整備事業についての件は以上といたします。 

次に、③診療情報システム整備事業についての説明をお願いいたします。 

古草国保診療所事務長 

それでは、最後に診療情報システム整備事業について御説明いたします。 

この度、導入する診療情報システム整備事業につきましては、現在、当診療所が使用し

ておりますオーダリングシステムを拡張し、従来の紙カルテから電子カルテへ移行するこ

とで、診療制度や医療の質、患者サービスを向上させることを目指すとともに、国が推進

する医療デジタルトランスフォーメーションの一つである標準型電子カルテの導入に対応

するものであります。 

現在、各医療機関では、独自のシステムを連携しているため、電子カルテ情報の共有が

スムーズに行えない状況でありますが、厚生労働省が情報共有のルールを定め、医療機関

同士でスムーズに情報活用が進む仕組みを作る電子カルテの標準化が推進されることで、

簡単な操作で情報開示や情報共有が図れることが期待されるところであります。 

また、今後普及が進むと見込まれている電子処方箋にも対応したシステムを構築する予

定であります。 

今回導入するシステムの概要ですが、以前、オーダリングシステムを構築してから５年

以上が経過していることから、サーバーやパソコン、各種プリンター等のハードウエアを

リプレースするほか、電子カルテシステム、医療事務システム、心電図ビューワーなどの

ソフトを新規に導入いたします。 

次に、事業費用でございますが、ハードウエアについては１，１９１万８千円、ソフト

ウエアにつきましては１，２４５万円、ネットワーク工事等その他で５６９万２千円に消

費税３００万６千円を加え、全体で３，３０６万６千円となります。 

なお、財源として過疎債３，３００万円を充当する見込みであります。 

次に、事業スケジュールですが、本年４月下旬に執行予定協議、見積り合わせの上、５

月中旬に仮契約、その後、開会される議会にお諮りして本契約の上、６月上旬頃から着手

し、翌年３月上旬に完了引渡しとなる予定でございます。 



- 61 - 

 

以上簡単ではございますが、診療情報システム整備事業についての説明とさせていただ

きます。 

高橋秀之委員長 

はい、ありがとうございました。 

ただいまの説明に何か質問はありませんか。 

齋賀委員 

先程のスプリンクラーもそうなんですけどね、スプリンクラーそれから診療情報システ

ム整備するにあたって、年間どのぐらいの維持費がこれから掛かっていくのか。 

また、このバージョンアップしますよね。ソフトウエアとかったら、バージョンアップ

が常に付きものだと思うんですけども、バージョンアップはどのぐらい掛かっていくもの

は、分かる範囲内で教えてほしいと思います。 

古草国保診療所事務長 

はい、ランニングコストにつきましては、今現在もオーダリングシステム動いています

ので、その費用に加えて、月数万円のランニングが増える予定でございます。 

更新につきましては、次の更新が５年後になるかと思いますけども、そのタイミングで

国の方の制度で標準化の事業とかがあれば、国からの交付金というのも見込める可能性も

ございますが、今現在、まだ厚労省の方で動いてる最中でございますので、そちらについ

ては、ちょっとまだ未知数という形になるかと思います。 

スプリンクラーにつきましては、当然、メンテナンス等は必要になりますし、薬剤の交

換等も１０年置きぐらいに、ボンベの交換等は発生しますが、通常の貯水槽を置いて加圧

ポンプを置いてというような従来型のスプリンクラーよりは、コストは掛からないという

ことで聞いておりますが、どれぐらいのランニングになるかというのは、まだちょっと試

算できておりません。以上です。 

高橋秀之委員長 

よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

ほかにありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようですので、診療情報システム整備事業についての件は以上とします。 

調査事項については以上となります。 

次、３その他ですか。皆さん、何かありませんか。 

（「ありません」の声あり） 

ないようですので、以上で、第３回まちづくり常任委員会を終了します。 

ありがとうございました。 

（１６時３７分  閉  会） 
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